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日程第３３ 議案第３１号 令和７年度新温泉町介護保険事業特別会計予算について

日程第３４ 議案第３２号 令和７年度新温泉町浜坂地区残土処分場事業特別会計予算につい

て

日程第３５ 議案第３３号 令和７年度新温泉町七釜温泉配湯事業特別会計予算について

日程第３６ 議案第３４号 令和７年度新温泉町浜坂温泉配湯事業会計予算について

日程第３７ 議案第３５号 令和７年度新温泉町水道事業会計予算について

日程第３８ 議案第３６号 令和７年度新温泉町下水道事業会計予算について
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日程第３ 議案第１号 新温泉町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例及び新温泉

町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

日程第４ 議案第２号 新温泉町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一

部改正について

日程第５ 議案第３号 新温泉町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提

供に関する条例及び新温泉町税条例の一部改正について

日程第６ 議案第４号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関す

る条例の制定について

日程第７ 議案第５号 新温泉町消防団員等公務災害補償条例の一部改正について

日程第８ 議案第６号 新温泉町非常勤の消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例

の一部改正について

日程第９ 議案第７号 新温泉町福祉医療費助成条例の一部改正について

日程第１０ 議案第８号 新温泉町地域活性化施設条例の一部改正について

日程第１１ 議案第９号 新温泉町駐車場条例の一部改正について

日程第１２ 議案第１０号 新温泉町緑地健康増進施設条例の一部改正について

日程第１３ 議案第１１号 新温泉町使用料徴収条例の一部改正について

日程第１４ 議案第１２号 新温泉町鳥獣処理施設条例の一部改正について

日程第１５ 議案第１３号 新温泉町病院事業の設置等に関する条例の一部改正について

日程第１６ 議案第１４号 新温泉町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部改正について

日程第１７ 議案第１５号 新温泉町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める

条例の一部改正について

日程第１８ 議案第１６号 新温泉町浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部改正について

日程第１９ 議案第１７号 町道路線の認定について

日程第２０ 議案第１８号 林道三尾御崎線道路改良工事請負変更契約の締結について

日程第２１ 議案第１９号 町道釜屋海岸線法面吹付修繕工事請負変更契約の締結について

日程第２２ 議案第２０号 公の施設に係る指定管理者の指定について

（新温泉町高齢者生活福祉センター「もみじホール」）

日程第２３ 議案第２１号 公の施設に係る指定管理者の指定について

（商店案内所・杜氏館）

日程第２４ 議案第２２号 公の施設に係る指定管理者の指定について

（新温泉町鳥獣処理施設）

日程第２５ 議案第２３号 令和６年度新温泉町一般会計補正予算（第８号）について

日程第２６ 議案第２４号 令和６年度新温泉町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

４号）について
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日程第２７ 議案第２５号 令和６年度新温泉町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）に

ついて

日程第２８ 議案第２６号 令和６年度新温泉町浜坂地区残土処分場事業特別会計補正予

算（第５号）について

日程第２９ 議案第２７号 令和６年度新温泉町公立浜坂病院事業会計補正予算（第４号）に

ついて

日程第３０ 議案第２８号 令和７年度新温泉町一般会計予算について

日程第３１ 議案第２９号 令和７年度新温泉町国民健康保険事業特別会計予算について

日程第３２ 議案第３０号 令和７年度新温泉町後期高齢者医療特別会計予算について

日程第３３ 議案第３１号 令和７年度新温泉町介護保険事業特別会計予算について

日程第３４ 議案第３２号 令和７年度新温泉町浜坂地区残土処分場事業特別会計予算につい

て

日程第３５ 議案第３３号 令和７年度新温泉町七釜温泉配湯事業特別会計予算について

日程第３６ 議案第３４号 令和７年度新温泉町浜坂温泉配湯事業会計予算について

日程第３７ 議案第３５号 令和７年度新温泉町水道事業会計予算について

日程第３８ 議案第３６号 令和７年度新温泉町下水道事業会計予算について

日程第３９ 議案第３７号 令和７年度新温泉町公立浜坂病院事業会計予算について

日程第４０ 報告第１号 専決処分の報告について

（専決第２号）損害賠償の額の決定及び和解に関する専決処分に

ついて

出席議員（１６名）

１番 中 村 茂君 ２番 西 村 龍 平君

３番 澤 田 俊 之君 ４番 米 田 雅 代君

５番 岡 坂 遼 太君 ６番 森 田 善 幸君

７番 浜 田 直 子君 ８番 河 越 忠 志君

９番 竹 内 敬一郎君 １０番 重 本 静 男君

１１番 岩 本 修 作君 １２番 宮 本 泰 男君

１３番 中 井 勝君 １４番 中 井 次 郎君

１５番 小 林 俊 之君 １６番 池 田 宜 広君

欠席議員（なし）

欠 員（なし）
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事務局出席職員職氏名

局長 島 木 正 和君 書記 中 家 亨君

説明のため出席した者の職氏名

町長 西 村 銀 三君 副町長 西 村 徹君

教育長 山 本 真君 温泉総合支所長 小 谷 豊君

牧場公園園長 嶋 津 悟君 総務課長 中 井 勇 人君

企画課長 水 田 賢 治君 税務課長 石 原 通 孝君

町民安全課長 村 尾 国 治君 健康課長 朝 野 繁君

福祉課長 松 本 晃君 商工観光課長 福 井 崇 弘君

農林水産課長 原 憲 一君 建設課長 森 田 忠 浩君

上下水道課長 谷 岡 文 彦君 浜坂病院事務長 宇 野 喜代美君

介護老人保健施設ささゆり事務長 松 岡 宏 典君 会計管理者 山 本 幸 治君

こども教育課参事 樹 岡 正 宏君 生涯教育課長 西 脇 一 行君

調整担当 谷 口 修 一君 代表監査委員 島 田 信 夫君

午前９時００分開議

○議長（池田 宜広君） 皆さん、おはようございます。

第１３６回新温泉町議会定例会４日目の会議を開催するに当たり、一言御挨拶を申し

上げます。

議員各位には、御多用のところ御参集を賜り、厚くお礼を申し上げます。

本日は、休会中に各常任委員会が開かれ、それぞれ所管事務調査が行われましたので、

その結果の報告、提出議案であります条例の改正、事件案、補正予算案など議事を進め

てまいりたいと存じます。

議員各位におかれましては、諸般の議事運営に御協力を賜り、適切妥当な議決が得ら

れますようお願いを申し上げます。

ただいまの出席議員は１５名で、定足数に達しておりますので、第１３６回新温泉町

議会定例会４日目の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付しているとおりであります。

・ ・

日程第１ 諸報告

○議長（池田 宜広君） 日程第１、諸報告に入ります。

まず、議長から報告をいたします。

去る３月３日の会議以来、それぞれの会合に出席しておりますが、別紙の議会対外的

活動報告を見ていただくことで省略をいたします。

次に、議会運営委員会が３月３日に開かれておりますので、委員長から報告をお願い
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します。

岩本委員長。

○議会運営委員会委員長（岩本 修作君） おはようございます。それでは、議会運営委

員会の報告をさせていただきます。

委員会の開催日は３月３日の全員協議会終了後であります。

協議事項について報告をさせていただきます。第１３６回新温泉町議会定例会提出議

案、議事運営についてでございます。

町長提出追加議案についてです。報告１件と人事案１件の計２件であります。報告第

１号、専決処分の報告についてと議案第３８号、監査委員の選任同意についてです。

次に、議会提出追加議案についてです。発議第１号、新温泉町議会の個人情報の保護

に関する条例の一部改正についてと、発議第２号、新温泉町議会会議規則の一部改正に

ついてです。

次に、議事日程及び議事運営についてですが、資料に掲載してますので、御清覧のほ

うよろしくお願いします。

次に、人事案件の採決方法についてですが、無記名投票とさせていただきます。

次に、閉会中の継続審査の申出についてですが、議長に申し出することといたします。

以上で報告といたします。

○議長（池田 宜広君） 岩本委員長、ありがとうございました。

次に、休会中の所管事務調査として各常任委員会が開催されておりますので、それぞ

れ委員長から報告をお願いいたします。

初めに、総務産建常任委員会が３月５日に開かれておりますので、委員長から報告を

お願いします。

竹内委員長。

○総務産建常任委員会委員長（竹内敬一郎君） 総務産建常任委員会の報告をいたします。

３月５日開催、牧場公園課、農林水産課、建設課、税務課、商工観光課、企画課、総

務課、議会事務局の所管事務調査を行いました。

牧場公園課の報告事項は、但馬牛博物館校外学習受入れ事業廃止についての１件です。

協議事項は２件です。１、新温泉町緑地健康増進施設条例の一部改正について、２、

令和６年度新温泉町一般会計補正予算（第８号）について、いずれも委員会として了承

しました。

農林水産課は報告事項８件です。１、新温泉町農林振興事業費補助金交付要綱の一部

改正について、２、新温泉町スマート農業機械等導入支援事業補助金交付要綱の制定に

ついて、３、新温泉町良質堆肥生産支援事業補助金交付要綱の一部改正について、４、

新温泉町有害鳥獣捕獲班確保対策事業補助金交付要綱の一部改正について、５、新温泉

町森林・林業ビジョン推進委員会設置要綱の制定について、６、新温泉町森林環境保全

事業補助金交付要綱の制定について、７、新温泉町水産振興事業補助金交付要綱の一部
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改正について、８、新温泉町地域資源循環施設整備検討委員会の中間報告について。詳

細については、委員会資料を御清覧ください。

協議事項は４件です。１、新温泉町鳥獣処理施設条例の一部改正については、新温泉

町鳥獣個体一時保管施設を設置するものです。委員会として了承しました。２、林道三

尾御崎線道路改良工事請負変更契約の締結については、週休２日制度の取組により労務

費、機械経費、共通仮設費及び現場管理費を補正するものです。委員会として了承しま

した。３、公の施設に係る指定管理者の指定について、４、令和６年度新温泉町一般会

計補正予算（第８号）については、いずれも委員会として了承しました。

建設課は報告事項５件です。１、事故報告について、２、新温泉町除雪機械運転資格

取得事業補助金交付要綱の制定について、３、新温泉町住宅耐震改修促進事業実施要綱

の一部改正について、４、新温泉町民間集合賃貸住宅等建築事業補助金交付要綱につい

て、５は、除雪及び積雪状況についてであります。詳細については委員会資料を御清覧

ください。

協議事項は５件です。１、専決処分の承認については、除雪業務委託料の予算を補正

するものです。委員会として承認しました。２、町道路線の認定について、３、町道釜

屋海岸線法面吹付修繕工事請負変更契約の締結について、４、令和６年度新温泉町一般

会計補正予算（第８号）について、５、令和６年度新温泉町浜坂地区残土処分場事業特

別会計補正予算（第５号）については、いずれも委員会として了承しました。

税務課は報告事項２件です。１、令和６年度町税等徴収実績について、２、令和７年

度税制改革に対応するための税条例の専決処分についてであります。委員会資料を御清

覧ください。

協議事項は、令和６年度新温泉町一般会計補正予算（第８号）についての１件です。

委員会として了承しました。

商工観光課は報告事項２件です。令和６年度事業の報告については、１、新温泉町プ

レミアム商品券事業、２、七釜温泉ゆーらく館隣接地検討会経過報告について、３、海

業進捗状況について、４、リフレッシュパークゆむら町民プールリニューアル計画書案

の策定についてであります。

要綱の制定及び一部改正、廃止については、１、新温泉町見本市等出展支援事業補助

金交付要綱の廃止、２、新温泉町起業支援事業補助金交付要綱の一部改正、３、新温泉

町定住促進住宅取得助成金交付要綱の一部改正、４、新温泉町中小企業融資利子補給金

交付要綱の一部改正、５、新温泉町地域経済循環創造事業補助金交付要綱の一部改正、

６、新温泉町中小企業奨学金返済支援事業補助金交付要綱の制定、７、新温泉町中小企

業働きやすい職場づくり支援事業補助金交付要綱の制定、８、新温泉町地域プロジェク

トマネージャー設置要綱の制定、９、新温泉町地域おこし協力隊インターン設置要綱の

制定についてであります。詳細については委員会資料を御清覧ください。

協議事項は３件です。条例の制定及び改廃については、１、新温泉町地域活性化施設
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条例の一部改正について、２、新温泉町駐車場条例の一部改正について、３、新温泉町

緑地健康増進施設条例の一部改正について、４、新温泉町使用料徴収条例の一部改正に

ついては、いずれも委員会として了承しました。

次に、公の施設に係る指定管理者の指定についてと、令和６年度新温泉町一般会計補

正予算（第８号）については、いずれも委員会として了承しました。

企画課は報告事項３件です。１、第２次新温泉町総合計画の実施計画について、２、

新温泉町町民タクシー等運行特別支援交付要綱の一部改正について、３、新温泉町航空

機利用助成金交付要綱の一部改正についてであります。詳細については委員会資料を御

清覧ください。

協議事項は、令和６年度新温泉町一般会計補正予算（第８号）についての１件です。

委員会として了承しました。

総務課は報告事項３件です。１、職員の退職及び採用予定者については、令和７年３

月３１日付退職予定者は９名で、令和７年４月１日付採用予定者は１２名です。２、会

計年度任用職員の採用予定者については、２月２８日現在、２８６名です。３、物価高

騰対応重点支援地方創生臨時交付金については、委員会資料を御清覧ください。

協議事項は６件です。１、令和６年度新温泉町一般会計補正予算（第７号）の専決処

分については、委員会として承認しました。２、新温泉町職員の勤務時間、休日、休暇

等に関する条例及び新温泉町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について、３、

新温泉町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正について、４、

新温泉町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基

づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例及び新温泉町税条例の一部改

正について、５、刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条

例の制定について、６、令和６年度新温泉町一般会計補正予算（第８号）については、

いずれも委員会として了承しました。

議会事務局は協議事項１件です。令和６年度新温泉町一般会計補正予算（第８号）に

ついては、委員会として了承しました。

閉会中の継続調査を１０件について議長に申し出することとしました。

以上、総務産建常任委員会の報告といたします。

○議長（池田 宜広君） 委員長の報告は終わりました。

委員長の報告のうち、協議事項について質疑があればお願いをいたします。よろしい

ですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 竹内委員長、ありがとうございました。

次に、民生教育常任委員会が３月６日に開かれておりますので、副委員長から報告を

お願いいたします。

河越副委員長。
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○民生教育常任委員会副委員長（河越 忠志君） おはようございます。それでは、３月

６日に開催いたしました民生教育常任委員会の報告をさせていただきます。

調査内容は、公立浜坂病院、介護老人保健施設ささゆり、健康課、福祉課、町民安全

課、こども教育課、生涯教育課、上下水道課に係る所管事務調査です。併せて閉会中の

継続審査についても協議いたしました。

最初に、浜坂病院、介護老人保健施設ささゆりについては、報告事項は２件でした。

１、令和７年度診療体制について、これは兵庫県養成医の異動について、２、医師の採

用について、３、令和７年度の外来担当医について、４、総合診療科部長の介護老人保

健施設ささゆり施設長兼務についてでありました。２は、公立浜坂病院経営強化プラン

評価委員会設置要綱の制定について。詳細については委員会資料を御清覧ください。

次に、協議事項は２件でした。１、新温泉町病院事業の設置等に関する条例の一部改

正について、２、令和６年度新温泉町公立浜坂病院事業会計補正予算（第４号）につい

て、いずれも委員会として了承いたしました。

次に、健康課です。報告事項４件。１、令和６年度保健衛生事業の実施について、２、

妊婦のための支援給付について、３、令和７年度保健衛生事業の拡充、変更予定につい

て。内容的には、新温泉町産後ケア事業実施要綱の一部改正、新温泉町乳児紙おむつ等

購入費助成事業実施要綱の一部改正、新温泉町帯状疱疹予防接種費用助成事業実施要綱

の一部改正、次に、新温泉町インフルエンザ予防接種費用助成事業実施要綱の一部改正、

次に、新温泉町人間ドック受診費用助成事業実施要綱の一部改正、次に、大きい４とし

て、保健福祉センター駐車場整備事業について。詳細は委員会資料を御清覧ください。

協議事項は３件でした。１、新温泉町福祉医療費助成条例の一部改正について、２、

令和６年度新温泉町一般会計補正予算（第８号）について、３、令和６年度新温泉町国

民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）について、いずれも委員会として了承いた

しました。

次に、福祉課です。報告事項は４件でした。１、新温泉町高齢者福祉タクシー助成事

業実施要綱の一部改正について、２、新温泉町介護予防・日常生活支援総合事業実施規

則の一部改正について、３、新温泉町短期集中訪問型サービス事業実施要綱の制定につ

いて、４、新温泉町緩和した基準の通所型サービス事業実施要綱の制定について。詳細

については委員会資料を御清覧ください。

協議事項は４件でした。１、新温泉町使用料徴収条例の一部改正について、２、公の

施設に係る指定管理者の指定について、これは新温泉町高齢者生活福祉センターもみじ

ホールの件でした。３、令和６年度新温泉町一般会計補正予算（第８号）について、４、

令和６年度新温泉町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）について、いずれも委員

会として了承いたしました。

次に、町民安全課です。報告事項は１件でした。新温泉町さくらねこ無料不妊手術チ

ケット取扱要綱の制定についてでありました。詳細は委員会資料を御清覧ください。
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協議事項は３件でした。１、新温泉町消防団等公務災害補償条例の一部改正について、

２、新温泉町非常勤の消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正につい

て、３、令和６年度新温泉町一般会計補正予算（第８号）について、いずれも委員会と

して了承いたしました。

次に、こども教育課です。報告事項は追加の１件を含めて５件でした。１、新温泉町

立学校給食センター管理運営規則の一部改正について、２、新温泉町学校のあり方検討

委員会設置要綱の制定について、３、大庭認定こども園について、４、第３期新温泉町

子ども・子育て支援事業計画について、５、追加された５でありますが、連携型中高一

貫教育校の設置についてであります。これについては、対象校は浜坂中学校、夢が丘中

学校で、それと、連携高等学校については兵庫県立浜坂高等学校の件であります。詳細

については、追加配付されている委員会資料を御清覧ください。

次に、協議事項は３件でした。１、新温泉町特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について、２、新温泉町家庭的保育事

業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について、３、令和６年度一

般会計補正予算（第８号）について、委員会として了承いたしました。

ただ、委員会終了後に、協議事項の補正予算（第８号）について、委員の一部から協

議事項の一部に関して見落としがあったということで協議した経緯がありますので、こ

れを補足しておきます。

次に、生涯教育課です。報告事項は３件でした。１、損害賠償の額の決定及び和解に

関する専決処分について、２、第３０回「前田純孝賞」学生短歌コンクール選考結果に

ついて、３、新温泉町文化財指定登録の基準について。詳細は委員会資料を御清覧くだ

さい。

協議事項は２件でした。１、新温泉町浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の一部改正につい

て、２、令和６年度新温泉町一般会計補正予算（第８号）について、いずれも委員会と

して了承することにいたしました。

最後に、上下水道課は報告事項２件でした。１、社会資本総合整備計画について、２、

新温泉町公共下水道事業計画変更協議及び都市計画事業変更認可についてでありました。

詳細は委員会資料を御清覧ください。

最後に、閉会中の継続審査については、９件を議長に申し出ることといたしました。

以上で民生教育常任委員会の報告を終わります。以上です。

○議長（池田 宜広君） 副委員長の報告は終わりました。

副委員長の報告のうち、協議事項について質疑がありましたらお願いをいたします。

質疑はございませんか。ありませんね。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 質疑を終わります。

河越副委員長、ありがとうございました。
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次に、美方郡広域事務組合議会定例会が３月１０日に開かれておりますので、その報

告をお願いいたします。

岡坂議員。

○美方郡広域事務組合議会議員（岡坂 遼太君） 美方郡広域事務組合の報告をいたしま

す。令和７年第１回美方郡広域事務組合議会定例会が令和７年３月１０日月曜日、午後

１時半より開催されました。場所は本町議会議事堂であります。

まず、報告についてですけれども、業務報告として、主な行事、火葬場利用状況、災

害発生状況について報告がありました。また、議案については計６件ありまして、いず

れも全会一致で可決しております。

まず、条例改正が３件ありまして、そのうち１件は議員発議で、個人情報の保護に関

する条例の一部改正がありました。条例制定は１件、行政手続のオンライン化、デジタ

ル手続化に関するものです。令和６年度補正予算（第３号）がありまして、こちらは歳

入、歳出ともに変更なしで、繰越明許費についてのみの補正予算となっております。

最後に、令和７年度一般会計予算が上がりまして、歳入、歳出ともに８億０８４万

０００円、対前年度比較で８２７万０００円の減となっております。財源の内訳

として、一般財源が８億１９４万０００円となっておりました。このうち、機械器具

費として本署災害対応特殊救急自動車１台と、本署高度救命処置用資機材一式が購入予

定でありまして、金額は１０８万０００円というものがありました。

以上で美方郡広域事務組合の報告といたします。

○議長（池田 宜広君） 岡坂議員、ありがとうございました。

以上で諸報告を終わります。

・ ・

日程第２ 承認第１号

○議長（池田 宜広君） 日程第２、承認第１号、専決処分の承認についてを議題といた

します。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、地方自治法第１７９条第１項の規定によ

り、令和６年度新温泉町一般会計補正予算の専決処分をさせていただいておりますので、

同条第３項の規定により、議会の御承認を賜りたく御報告申し上げるものであります。

内容につきましては、休憩中に担当課長が申し上げたとおりであります。よろしくお

願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 内容説明につきましては、休憩中に担当課長から受けておりま

すので、これから質疑を行います。質疑は、歳出、歳入、総括を一括で行います。質疑

はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（池田 宜広君） ありませんね。

質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） ありませんね。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本件を承認することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本件は、承認することに決定を

いたしました。

・ ・

日程第３ 議案第１号

○議長（池田 宜広君） 日程第３、議案第１号、新温泉町職員の勤務時間、休日、休暇

等に関する条例及び新温泉町職員の育児休業等に関する条例の一部改正についてを議題

といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、人事院規則の一部改正等に伴い、所要の

改正を御提案申し上げるものであります。

内容につきまして、総務課長が説明いたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 中井総務課長。

○総務課長（中井 勇人君） それでは、議案第１号について御説明いたします。説明の

都合上、審議資料１０ページ、タブレットでは１１ページ、一部改正の概要を御覧くだ

さい。

改正の理由についてです。令和６年８月８日に人事院が行いました公務員人事管理に

関する報告におきまして、仕事と生活の両立支援の拡充に係る項目が明らかにされ、こ

のうち資料記載の３項目については、対応する民間労働法制の施行（令和７年４月１

日）から遅れることなく実施することとされました。そのため、これらの内容について、

人事院規則の一部改正等に伴い、関係条例の改正を行うものです。

２つ目の改正内容につきまして、一つには超過勤務の免除の見直しとして、対象とな

る職員の範囲を、現行３歳に満たない子を養育する職員とあるのを、小学校就学の始期

に達するまでの子を養育する職員に拡大します。２点目は、介護離職防止のための仕事

と介護の両立支援制度に関する周知の強化等ということで、職員が家族の介護に直面し

た旨を申し出た場合の仕事と介護の両立支援制度等の個別の周知・意向確認を行わなけ

ればならないということ、３点目は、職員への仕事と介護の両立支援制度等に関する早

期の情報提供として、職員が満４０歳になる年度内において２点目の内容を職員へ知ら

せる必要があるということです。４点目は、職場環境の整備として、研修等の開催、相

談窓口の設置等を行わなければならないというものです。
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次に、米印の子の看護休暇に関する見直しについては、新温泉町職員の勤務時間、休

日、休暇等に関する規則と新温泉町会計年度任用職員の勤務時間、休日、休暇等に関す

る規則の一部改正を行うもので、子の入園・卒園式、入学式の行事への参加や感染症に

伴う学級閉鎖等の場合でも休暇の取得を可能とするもので、対象となる子の範囲を、現

行３歳に満たない子とあるのを小学校３年生修了時までに拡大するものです。

施行時期につきましては、令和７年４月１日としております。

次に、審議資料１ページ、条例の新旧対照表を御覧ください。左側が現行、右側が改

正案、下線部分が改正箇所になります。

第１条関係として、新温泉町職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例について、

先ほどの概要で説明しました内容について、８条の３、２ページの第１５条、第１７条

の２、第１７条の３のとおり改正を行うものです。

３ページの第２条関係として、新温泉町職員の育児休業等に関する条例の一部改正に

ついて、法律の改正に伴い根拠条項が改正されるため、改正案のとおり改めるものです。

４ページから９ページまでは、先ほど説明しました子の看護休暇の見直しに伴う規則

改正と、その新旧対照表になります。

それでは、議案の条例本文の附則を御覧ください。タブレットでは１５ページになり

ます。第１項で施行期日を規定し、第２項で経過措置を規定しております。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） いいですね。質疑を終結し、討論に入ります。討論はございま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

・ ・

日程第４ 議案第２号

○議長（池田 宜広君） 日程第４、議案第２号、新温泉町会計年度任用職員の給与及び

費用弁償に関する条例の一部改正についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、令和６年８月８日の人事院勧告に鑑み、
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所要の改正を御提案申し上げるものであります。

内容につきまして、総務課長が説明いたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 中井総務課長。

○総務課長（中井 勇人君） 議案第２号について御説明いたします。内容につきまして

は、昨年の人事院勧告に鑑み、一般職と同様に、令和７年４月からフルタイム会計年度

任用職員についても地域手当の支給を、また、パートタイム会計年度任用職員について

は報酬に地域手当相当分を加算して支給するため、所要の改正を行うものです。説明の

都合上、審議資料１１ページ、条例の新旧対照表を御覧ください。

第２条第１項、給与の規定に地域手当を加えます。第６条の次に第６条の２として、

フルタイム会計年度任用職員について地域手当を支給する規定を加えます。次に、第１

７条の次に第１７条の２として、パートタイム会計年度任用職員の地域手当に相当する

報酬を支給する規定を加えます。次に、パートタイム会計年度任用職員について、第２

３条、期末手当、１２ページの第２３条の２、勤勉手当、第２５条の勤務１時間当たり

の報酬額について、それぞれ計算基礎額に地域手当に相当する報酬を加算する内容を加

えています。

次に、１４ページは関連する規則の一部改正について、１５ページは、その規則の新

旧対照表です。

１６ページ、１７ページは昨年１２月に改正しました職員の給与に関する規則の一部

改正について再度改正をするもので、令和７年度の地域手当支給割合を一般職と同様に

２％とするための改正になります。

それでは、議案の条例本文の附則を御覧ください。タブレット１７ページです。附則

で、この条例は、令和７年４月１日から施行するとするものです。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） ございませんね。質疑を終結し、討論に入ります。討論はござ

いませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

・ ・

日程第５ 議案第３号
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○議長（池田 宜広君） 日程第５、議案第３号、新温泉町行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報

の提供に関する条例及び新温泉町税条例の一部改正についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律の改正に伴い、所要の改正を御提案申し上げるもので

あります。

内容につきまして、総務課長が説明いたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 中井総務課長。

○総務課長（中井 勇人君） それでは、議案第３号について御説明いたします。国の法

律、いわゆるマイナンバー法の改正に伴い、条文の引用箇所に条項ずれが生じるため、

所要の改正を行うものです。説明の都合上、審議資料１８ページ、条例の新旧対照表を

御覧ください。

まず、第１条関係として、新温泉町行政手続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例

について、このたびの法改正、いわゆるマイナンバー法第２条の第７項と第８項の間に

新たに１項追加されるため、第８項以降が１項ずつずれることとなりました。そのため、

条例の第２条の定義において同条第２号から第４号まで法の条項を引用してる箇所につ

いて、それぞれ記載のとおり改めるものです。

次に、第２条関係として、新温泉町税条例の一部改正について、同様に、第３６条の

２、次の１９ページ、第６３条の２、第８９条、２０ページの第１３９条の３、第１４

９条について、それぞれ記載のとおり改めるものです。

それでは、議案の条例本文の附則を御覧ください。タブレット１９ページです。この

条例は、令和７年４月１日から施行するとするものです。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。
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・ ・

日程第６ 議案第４号

○議長（池田 宜広君） 日程第６、議案第４号、刑法等の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整理に関する条例の制定についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、刑法等の一部を改正する法律の施行に伴

い関係条例を整理するため、所要の改正を御提案申し上げるものであります。

内容につきまして、総務課長が説明いたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 中井総務課長。

○総務課長（中井 勇人君） それでは、議案第４号について御説明いたします。説明の

都合上、審議資料２１ページ、条例の新旧対照表を御覧ください。

改正の内容につきましては、刑法等の一部を改正する法律の施行に伴い懲役及び禁錮

が廃止され、拘禁刑に一本化されるため、影響のある５本の条例について条文中の文言

を改めるものです。

まず、第１条関係では、新温泉町個人情報の保護に関する法律施行条例について、附

則第３条第４項と第５項で懲役と規定されてる部分を拘禁刑に改めます。

次に、第２条関係では、新温泉町個人情報保護審査会条例について、第１７条第１項

中、懲役を拘禁刑に改めます。

２２ページから２３ページにかけて、第３条関係として、新温泉町職員の給与に関す

る条例について、第２７条の２と第２７条の３、それぞれ条文中の禁錮を拘禁刑に改め

ます。

次に、第４条関係として、新温泉町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条

例について、第４条第１号中、禁錮を拘禁刑に改めます。

最後に、第５条関係として、新温泉町非常勤の消防団員に係る退職報償金の支給に関

する条例について、第７条第１号中、禁錮を拘禁刑に改めるものです。

それでは、議案の条例本文の附則を御覧ください。タブレットの２１ページです。第

１項で、この条例は、令和７年６月１日から施行すると施行期日を規定し、第２項から

第５項までは経過措置を規定しております。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 質疑なしと認めます。

質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

・ ・

日程第７ 議案第５号

○議長（池田 宜広君） 日程第７、議案第５号、新温泉町消防団員等公務災害補償条例

の一部改正についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準

を定める政令改正に伴い、所要の改正を御提案申し上げるものであります。

内容につきまして、町民安全課長が説明をいたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 村尾町民安全課長。

○町民安全課長（村尾 国治君） それでは、議案第５号について説明をさせていただき

ます。説明の都合上、審議資料２４ページを御覧ください。条例の新旧対照表です。左

側が現行、右側が改正案です。

このたびの改正は、国家公務員の一般職の職員の給与に関する法律の一部が改正され、

俸給月額及び扶養手当支給額が改定されたことから、損害補償の額の算定の基礎となる

補償基礎額及び扶養に係る補償基礎額の加算額について改正するものです。

第５条第２項第２号は消防作業従事者等の補償基礎額を改めており、第３項は非常勤

消防団員等の扶養親族に係る補償基礎額の加算額を改めています。第４項は表現の改正

です。

２５ページの別表は、第５条第２項第１号に係る消防団員が属していた階級ごとの、

勤続年数ごとの補償基礎額を改めるものです。

それでは、条例本文を御覧ください。附則でございます。第１項は施行期日で、この

条例は、令和７年４月１日から施行するものです。第２項は経過措置を規定しています。

以上です。どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

・ ・

日程第８ 議案第６号

○議長（池田 宜広君） 日程第８、議案第６号、新温泉町非常勤の消防団員に係る退職

報償金の支給に関する条例の一部改正についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、消防団員等公務災害補償等責任共済等に

関する法律施行令の改正に伴い、所要の改正を御提案申し上げるものであります。

内容につきまして、町民安全課長が説明をいたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 村尾町民安全課長。

○町民安全課長（村尾 国治君） それでは、議案第６号について説明させていただきま

す。説明の都合上、審議資料の２６ページを御覧ください。第２条関係の別表の新旧対

照表です。左側が現行、右側が改正案でございます。

このたびの改正は、地域防災力を維持するためには新たな消防団員の確保だけでなく、

既に在籍している消防団員にやりがいを持って活動していただくことが重要であり、特

に高齢化が進む地方においては、シニア層の活躍も重要なことから、消防団員に係る退

職報償金を改正するものです。退職報償金支給額表の勤務年数区分の変更及び追加です。

勤務年数区分の３０年以上が、勤務年数区分のみ３０年以上３５年未満に変更され、新

たに３５年以上が設けられます。

それでは、条例本文を御覧ください。附則でございます。第１項は施行期日で、この

条例は、令和７年７月１日から施行するものです。第２項は経過措置を規定しています。

以上です。どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

６番、森田善幸君。

○議員（６番 森田 善幸君） この改正は本町独自のものなんでしょうか。それとも全

国的なものなんでしょうか。

それとあと、財源ですが、そうすると、積立金の増という形になるんでしょうか。そ

の辺をちょっと御説明お願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 村尾町民安全課長。

○町民安全課長（村尾 国治君） これにつきましては、施行令が出ておりますので、そ

れに倣ったものになっております。全国的な改正であります。

掛金につきましては、アップ等は聞いておりませんので、向こうのほうから来ている
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単価で積算のほうはさせていただいております。

○議長（池田 宜広君） そのほかございませんか。

１番、中村茂君。

○議員（１番 中村 茂君） 大きな異論はないわけですが、対象者というか、３５年

以上の方っていうのはどれぐらいおられるかっていうことを聞いてみたいと思います。

○議長（池田 宜広君） 村尾町民安全課長。

○町民安全課長（村尾 国治君） 今報告を受けている団員の退職等も勘案して、令和７

年の４月１日時点で３５名の方が対象であります。

○議長（池田 宜広君） そのほかございませんか。ございませんね。

〔質疑なし〕

○議長（池田 宜広君） 質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

・ ・

日程第９ 議案第７号

○議長（池田 宜広君） 日程第９、議案第７号、新温泉町福祉医療費助成条例の一部改

正についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、世代間の負担の均衡と医療制度の見直し

を考慮し、高齢期移行助成に所得制限の導入等を行うため、所要の改正を御提案申し上

げるものであります。

内容につきまして、健康課長が説明いたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 朝野健康課長。

○健康課長（朝野 繁君） それでは、議案第７号、新温泉町福祉医療費助成条例の一

部改正について説明をさせていただきます。説明の都合上、審議資料の３０ページ、タ

ブレットの３１ページを御覧ください。一部改正の概要でございます。

１、改正理由は、提案理由と同様でございます。詳細につきましては、１月３１日の

民生教育常任委員会資料のとおりで、３１ページを御覧ください。

１の福祉医療費助成制度の高齢期移行助成につきましては、⑵の対象者は６５歳から

６９歳の方で、令和６年７月末現在で０８２人、うち県補助対象は３３人、町単独補

助対象が０４９人でございます。
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⑶の助成内容は、表を御覧いただきまして、下から区分Ⅰ、区分Ⅱが県補助の対象で、

一般は町単独助成の対象です。負担割合と負担限度額は記載のとおりでございます。

欄外下側に令和５年度の扶助費の決算額と県補助の額を記載しております。県の補助

率は２分の１ということでございます。

⑷の県内の実施状況につきましては、所得制限を撤廃しているのは新温泉町のみとい

うことになっております。

２の制度の課題の⑴は、町単独分に所得制限がないことでございます。

⑵は、医療制度の見直しが進められている中、町単独分の内容を据え置いていること

でございます。最近のもののみ記載をしております。２点目に記載しているものは、本

年８月から高額療養費制度の見直しが行われることについて記載をしておりますが、国

の予算審議の中で、この見直しを見送ることを表明されていますので、この審議資料に

つきましては委員会資料作成時点の内容でございます。

３３ページを御覧ください。国の昨年１２月２７日の通知の別添資料でございます。

７０歳未満の方の高額療養費制度の限度額の見直しについて記載されています。この見

直しにつきましては先送りということになっておりますので、詳細の説明につきまして

は省略させていただきますが、令和７年８月から令和９年８月にかけて段階的に見直さ

れる予定でしたが、国におきましては、本年秋までに改めて制度の在り方を検討すると

表明されています。見送りの正式な文書は国から届いておりませんので、新聞報道等に

基づくものということでございます。

欄外下側に、米の２ということで、記載のとおりで、各区分の要件の欄に記載の年収

額につきましては、目安の額ということでございます。

３４ページは７０歳以上の方の見直し予定であったものについて記載をされておりま

す。

３２ページを御覧ください。上の表につきましては、現行の負担割合と負担限度額を

記載してます。高齢期移行助成の列を御覧いただきまして、一般の区分では、右側の７

０歳以上一般と現役並みの区分の方より負担が少なくて済む方が含まれ、７０歳到達で

負担が増加する方がいるということを表しております。

欄外米印の１つ目は、各制度の区分はそれぞれ判定方法が異なっております。社会保

険と国保でも判定方法が異なっておりますので、この表のそれぞれの区分の横のライン

につきましては、大体の目安ということで御覧いただきたいと思います。

３の次年度以降の方針の⑴見直し時期は、令和７年７月でございます。福祉医療の受

給者証の更新時期に合わせています。

⑵見直し内容の①は負担限度額の見直しで、県補助に該当せず、かつ、次のいずれか

に該当する世帯に属する方は、負担割合は従来どおり２割に据え置き、負担限度額を外

来２万０００円、入院７万０００円に見直すものでございます。

対象世帯は、アの住民税非課税世帯と、イの同一世帯の６５歳以上全員の基礎控除後
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の総所得金額等を合計した額が２１０万円以下の世帯の方です。この２１０万円以下に

つきましては、国民健康保険の高額療養費７０歳未満のエの区分の判定や、７０歳以上

一般の区分の判定の一部に使用されている額でございます。

米印の１つ目、県補助対象者を除く７０歳未満の負担限度額区分エ以下相当の方が該

当しまして、全体の約７６％の方が該当するということになります。相当としているの

は、先ほど説明しましたとおり、医療保険制度ごとに限度額区分の判定方法が異なりま

すので、必ずしも御本人の限度額区分と一致するものではございません。

次の米印、負担限度額は、３４ページの７０歳以上の細分化後、区分１０、令和９年

８月からの負担限度額を設定しています。

国は高額療養費制度の見直しについて改めて検討をすることとしていますが、本町の

高齢期移行助成につきましては、国が示しましたこの負担限度額を参考にして金額の設

定を行わせていただいております。入院の負担区分が７０歳未満エ、オの方より高い額

ということになりますが、入院の場合は御自身の本来の負担限度額を利用していただく

ということになります。

②は所得制限の導入で、①の判定所得が２１０万円を超える世帯に属する方を助成対

象外とするものです。米印、７０歳未満の負担限度額区分ウ以上相当の方で全体の約２

４％が該当します。下の表は見直しのイメージで、高齢期移行助成の下線部分が所得制

限での助成対象外や負担限度額の見直しを表しております。

欄外の米印、７０歳未満と７０歳から７４歳の負担限度額は、３３ページから３４ペ

ージの高額療養費制度の見直し、本年８月の引上げを予定されていた場合の額を記載し

ていますが、この見直しが見送られていますので、本年８月の段階では、７０歳未満、

７０歳から７４歳の各金額につきましては、このページの上部の表、現行の負担割合と

負担限度額が据え置かれることになります。

３０ページに戻っていただきまして、２、改正内容の⑴は、高齢期移行助成の対象者

及び負担限度額を規定している別表３を改めるもので、表の左側が現行、右側が改正案

となっております。現行の３行目、対象者の上記以外の者について、改正案の欄外下側

に記載のとおり、所得制限の導入と負担限度額の見直しを行います。改正案では、先ほ

ど説明させていただいたとおり、対象者を⑴住民税非課税世帯の方か⑵同一世帯の６５

歳以上全員の基礎控除後の総所得金額等を合算した額が２１０万円以下の方とし、負担

限度額は外来２万０００円、入院７万２００円とします。

⑵は文言の改正でございます。

３、施行期日は、令和７年７月１日でございます。

続いて、２７ページを御覧ください。条例の新旧対照表です。左側が現行、右側が改

正案でございます。第２条は、後期高齢者医療制度との関係を整理をするための改正で

ございます。

別表第３の対象者１の項は、前年の定義を整理する改正でございます。
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２８ページから２９ページにかけての３の項が、このたび所得制限の導入と負担限度

額の見直しを行う改正でございます。

それでは、議案の条例本文を御覧ください。タブレットでは２８ページになります。

附則でございます。第１項は施行期日で、この条例は、令和７年７月１日から施行する

ものです。第２項は、経過措置を規定してます。

以上です。どうぞよろしくお願いします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

１番、中村茂君。

○議員（１番 中村 茂君） 大要を熟知してるわけではないですが、今、国の高額療

養費の見直しというか、議論が決着してる状態じゃないような気がしますし、そういう

中で、今、提案されてるこの内容っていうのは特に問題はないんでしょうかね。今回直

して、また直すというようなことに結果的にはなる可能性もあるということで理解した

らいいんでしょうか。

○議長（池田 宜広君） 朝野健康課長。

○健康課長（朝野 繁君） 高額療養費制度の見直しにつきましては、国のほうで改め

て検討ということにされております。ただし、新温泉町の高齢期移行助成につきまして

は、申し上げましたとおり、所得制限が導入されていない。また、７０歳以上の方より

負担が少ないというような状況でございます。そこを見直すために、今回、条例改正を

させていただくということでございます。

負担限度額につきましては、ある一定の限度額を設定する必要があるというところで、

そこを国が当初想定していた令和９年８月の額を参考に設定させていただくというもの

でございますので、それが変更になったとしても、この制度につきましては、当面はこ

の額でいかせていただきたいと思っております。以上です。

○議長（池田 宜広君） そのほかございませんね。

〔質疑なし〕

○議長（池田 宜広君） 質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

暫時休憩をいたします。

午前１０時０３分休憩
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午前１０時１４分再開

○議長（池田 宜広君） 休憩を閉じ、再開をいたします。

・ ・

日程第１０ 議案第８号

○議長（池田 宜広君） 日程第１０、議案第８号、新温泉町地域活性化施設条例の一部

改正についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、地域活性化施設（竹田）の利用方法の見

直しを行うため、所要の改正を御提案申し上げるものであります。

内容につきまして、商工観光課長が説明をいたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 福井商工観光課長。

○商工観光課長（福井 崇弘君） それでは、議案第８号について御説明を行います。

このたびの条例改正は、地域活性化施設に指定して以来、一度も利用がない旧温泉高

校を条例から外して普通財産としまして、利活用や処分について、財産処分も含めて検

討できるようにするものでございます。

審議資料の３５ページを御覧ください。新旧対照表でございますが、地域活性化施設、

竹田と井土がございまして、井土のほうは旧給食センターでございますが、継続して利

用がございます。ですので、第２条の名称及び位置としましては、竹田のほうだけを削

除するものでございます。同様に下の段、別表（第９条関係）、使用料につきましても、

地域活性化施設（竹田）につきましては、削除をさせていただく修正でございます。

議案に戻りまして、条例本文でございます。附則でございますが、この条例は、４月

１日から施行させていただきたいところでございます。どうぞよろしくお願いします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） 旧温泉高校の施設について、以前から漏水等、雨漏り等

があるということの中で、かなり利用しにくい状況になってるということなんですけど

も、少なくとも維持する意向が本町にあるんであれば、一定レベルでの悪化を防止する

措置が必要だと思いますし、もう解体するという方向であれば、放置するという選択肢

があるのかなと思うんですけれども、その辺りについて、町としてどのような判断をさ

れているのか、また現状を含めた説明をお願いします。

○議長（池田 宜広君） 福井商工観光課長。

○商工観光課長（福井 崇弘君） 今回、普通財産とさせていただきましたら、改めて施

設の活用なり、処分についてしっかり検討させていただきたいところでございます。新

年度予算で改めて検討予算についてはお願いするところでございますけれども、施設、
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建物がたくさんございますので、どの建物を維持する、壊す、あるいは無償で使ってい

ただく、処分する、そこら辺りにつきましては、しっかり検討した上で、もし残すべき

施設がございましたら、しっかり修繕させていただくというところでございます。

○議長（池田 宜広君） ８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） 現状維持、要は悪化しないという状況を保つということ

について、町として把握できていないんでしょうか。その点についてお聞きしたいと思

います。

○議長（池田 宜広君） 福井商工観光課長。

○商工観光課長（福井 崇弘君） 現状、雨漏り等の状況については町として承知をして

おります。一方で、利用の申込みがなかなかない中、そこにコストをかけて修繕をする

というところが現在の地域活性化施設の位置づけの中では難しいということで、今の状

況でございました。今後、処分ということも含めながら、しっかり修繕するのか、ある

いは処分するのかといったところは見極めていきたいと考えております。

○議長（池田 宜広君） そのほか、ございませんね。

〔質疑なし〕

○議長（池田 宜広君） 質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

・ ・

日程第１１ 議案第９号

○議長（池田 宜広君） 日程第１１、議案第９号、新温泉町駐車場条例の一部改正につ

いてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、湯村温泉北駐車場に自動管理システムを

導入するため、所要の改正を御提案申し上げるものであります。

内容につきまして、商工観光課長が説明をいたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 福井商工観光課長。

○商工観光課長（福井 崇弘君） それでは、議案第９号について御説明させていただき

ます。

今回の改正でございますが、指定管理者において、人手不足やスタッフの高齢化の状

況がございまして、湯村温泉北駐車場の機械管理、カメラ方式によるシステム導入の提
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案がございまして、これを受けて、検討しました結果、カメラ方式の機械管理が可能と

なるような条例の改正を行いたいものでございます。

審議資料の３７ページを御覧ください。新旧対照表でございますが、北駐車場を機械

管理とすることで２４時間の管理が可能となりますので、供用時間につきまして、湯村

温泉北駐車場は終日とするというふうなところを加えさせていただいております。

また、この自動化に伴いまして、使用料の改定もございます。３８ページを御覧くだ

さい。３８ページでございますが、カメラ方式の管理では、車両前側のナンバーを読み

取ることになりますので、大型車、普通車の区別がつかない、また単車の読み取りが不

可能ということで、使用区分を普通自動車と軽自動車に限定させていただきたいと考え

ております。ですので、別表第２２、第３条関係でございますが、北駐車場につきまし

ては、単車の使用料の区分を削除、それからマイクロバス、大型自動車につきましても

削除をさせていただくということになります。

なお、下段の改正案の第５項でございますけれども、上限額を設定しておりまして、

北駐車場の入庫から２４時間までの最高限度額は６００円とし、２４時間経過した時点

で再入庫したものとして取り扱い、それまでの使用料に加算し、以降２４時間ごとに同

様とするという規定でございまして、これは２４時間の６００円を繰り返し適用すると。

２４時間たった後に１００円ずつ加算されるということがないようにするというふうな

ところの規定でございます。料金につきましては、近隣の薬師湯の駐車場とのバランス

も鑑みて設定をしております。

また、あわせて規則の改定もございます。資料の３９ページからでございますが、４

０ページをお願いいたします。現行、規則の中では、駐車の許可は、駐車券の交付によ

り行うとしておりますけれども、自動化に伴い、駐車券の交付がなくなりますので、改

正案としましては、駐車券の交付または車両ナンバー認識システムにより自動車登録番

号標を認識することにより行うというふうな改正をさせていただきたいと考えておりま

す。

条例の本文に戻りまして、この条例でございますが、機械の導入に一定程度日数がか

かること、また、料金の改定もあり、周知期間が必要なことから、施行を５月１日から

とさせていただきたいと考えております。

また、附則の中で、使用料徴収条例につきましても、改正について記載させていただ

いております。

以上、どうぞよろしくお願いします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

１４番、中井次郎君。

○議員（１４番 中井 次郎君） ちょっと何点かお尋ねいたします。

従業員の高齢化っていうのはどんな状況なんでしょうか。私の聞いたところでは、定
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年を迎えるのはお一人のようですけども、その他の職員についてはどんな具合なんでし

ょう。

それから、効率化ということでございますけども、実際にこの車両ナンバーの認識シ

ステムですね、導入する費用は一体幾らかかるんでしょうか。それと、従来と同じ形態

で行った場合の当然金額があるわけですけども、それらを教えていただきたいと。

それからもう一つは、従業員への通知はもうされましたか。これについては、労基法

の第２０条に違反するおそれがあるのではないかと、従業員には一切知らされておりま

せん。こういうシステムになるよというのはないんです。

それと、これはこれまでと同じサービスができるのかどうなのか。除雪の問題ですね。

それから、これはサービスでやってるんですけど、道案内とか、学校行事なんかで臨時

駐車場として使うわけでして、そのときには極端に台数が増えるわけですけども、これ

らについてはどういうことになるわけでしょうか。その点をまずお答えください。

○議長（池田 宜広君） 福井商工観光課長。

○商工観光課長（福井 崇弘君） 従業員の高齢化でございますが、主に７０代半ばのパ

ートの方々で運用いただいておりまして、３年後、５年後の見通しがなかなか立たない

という状況でございます。４０代の方お一人いらっしゃいますけれども、退職予定とい

うふうに聞いております。

また、導入につきましては、運営会社のほうで機器の設置をいただきますので、特に

イニシャルのコストについては必要がございません。効率化により、指定管理料につき

ましては下げさせていただける予定でございます。

なお、東駐車場も残りますし、一定程度の雇用は残ると考えております。従業員の年

齢の上昇に合わせた形でしっかりフォローはしていただきたいと思っておりますけれど

も、労基法については会社のほうで御対応いただく内容というふうに考えております。

なお、学校行事等、臨時的な、あるいは減免等の対応につきましては、事前のナンバ

ー登録等で可能となっております。以上でございます。

○議長（池田 宜広君） １４番、中井次郎君。

○議員（１４番 中井 次郎君） 私は、夢公社をつくったきっかけは、雇用の確保ってい

うことが一つあるわけでして、これまで、私もずっとあそこに止めておりますので、従

業員らから話を聞くと、要はずっとこれまで人がおらんということで、退職しても、そ

のまま続けておったという方が２人おられるわけですけども、全体で６人おられて、本

当にまだ知らされていないということで、結構皆さんが怒っているんですね。何で、い

わゆる人が必要になれば、拝む、頼むでいてほしいと言いながら、ところが、さっさと

もう今回は雇用がなくなる。そういったことが、それに対する対応もちゃんとするべき

ではないかなと思うんです。

それと、通知は、問題については会社のほうで対応せよというお話ですけど、夢公社

から言われたのが、このシステムを導入したいということで言われたのかも分かりませ
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んけども、これについては、やっぱりきちっとした、町として対応を取らす必要がある

のでないかと。今、町が５１％の株を持ってる、そういう夢公社でありますから、それ

で、皆さんもよく御存じですし、そういった対応は、きちっとした対応、いわゆる労基

法の第２０条に基づくちゃんと通知を早急にするべきだと思いますけども。そして、定

年退職以外の方、６人のうち１人は定年でお辞めになるそうでありますが、あともうお

一方は職場を替えられる、職場ってのは別の企業に行かれるということであります。あ

との要は３人、４人ですか、４人の方についてのやっぱり職場については、きちっとし

た確保をされるように対応してほしいと思います。

それからもう一つ、今、カメラによるっていうことですから、そこら辺が少しよく分

からないんですけど、私自身も月ぎめで止めているんで、その集金だとか、そういう云

々なり、いわゆる料金あたりはどうなるのか、どこに払うのか、少しそこら辺のところ

を説明をしていただけませんか。

○議長（池田 宜広君） 福井商工観光課長。

○商工観光課長（福井 崇弘君） まず、雇用についてでございます。

直接的に私どもが会社の従業員にどうこうと言えるところはなかなかございませんが、

令和７年度当初につきましては、４名体制は維持をして、東駐車場等の管理、また、北

駐車場につきましても、清掃等の業務残りますので、そういったところでお願いする予

定で、４月１日の段階では７０代３名、６０代１名というふうな体制になるという見込

みと聞いております。会社からの通知というところで、５１％の株主というお話もござ

いましたけれども、株主から従業員に通知をするというふうな状況はございませんので、

あくまでも株主として、しっかり会社の運営を法にのっとってやっていただくように会

社のほうに御指導、お願いさせていただくというところで考えております。

なお、カメラによる方式でございますが、ゲートは設置をいたしません。入り口に設

置されたカメラで入庫時に車両ナンバーを撮影いたします。システムで認識しまして、

データベースにナンバーが登録されると。利用される方は、駐車場内の精算機で現金な

り、キャッシュレスでお支払いいただくと。このたびの機械の導入により、キャッシュ

レスの導入も可能となりますし、会員といいますか、駐車場の利用の会員に対してイベ

ント情報等の情報発信も可能になるというところでございます。そういったところで、

月ぎめについてもこれまでどおり使っていただけるということで、条例のほうでは月ぎ

めの改正は行っておりません。以上でございます。

○議長（池田 宜広君） １４番、中井次郎君。

○議員（１４番 中井 次郎君） ４人の方の雇用は一応確保されるということで、それは

了解いたしました。

ぜひ内容的に、これからの湯村温泉の駐車場ですから、やはりお客さんが相当来はり

ますし、それからバスも１か月に何台かは入るんです、どうも見てたら。そういう中で、

入り方が大変なちょっと苦労をかけるような内容になっている、そういったことについ
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てもきめの細かいやはり対応をしていただきたいと思います。そのことを申し上げてお

きます。

○議長（池田 宜広君） 福井商工観光課長。

○商工観光課長（福井 崇弘君） 料金の支払い方式、また車両の区分等変わりますので、

地元の方々、高齢の御利用者の方々にも大変ちょっと不安といいますか、利用の仕方が

分かるまで不安を与えるところがあるかと思います。しっかり対応できるように、町と

しても、また指定管理者としても努めていきたいと思います。

○議長（池田 宜広君） そのほか。

４番、米田雅代君。

○議員（４番 米田 雅代君） ただいまのと関連するのかも分かりませんが、これは今、

駅前でされているカメラ方式の分とは違うという認識でよろしいんでしょうかね。今、

駅前の分でちょっと苦情をいただいてまして、誰でも使いやすいという格好なんだけど

も、使い方が分からない、スマホの使い方が分からないとか、そういうふうな言い方を

されておりまして、これは、カメラがナンバーを認識をして、それで、帰るときにって

言ったらおかしいですけども、出るときに利用する金額とか、そういったものを支払う

というようなやり方なんですかね。

それと、あともう１点は、この駐車場について今ありましたけども、地元の方とよそ

の方とどれぐらいの割合でまず使われているのか、その辺ちょっと教えていただきたい

です。お願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 福井商工観光課長。

○商工観光課長（福井 崇弘君） 駅前と違うかというお話の中で、ちょっと駅前の駐車

場の設置はＪＲによるもので、私どもちょっとよく理解してない部分ございますけれど

も、北駐車場におきましては、現金でしっかりお支払いいただける機械でございまして、

出庫される前に精算機でお金を払っていただくというところでございます。ナンバーの

ほうの管理につきましては、あくまでもお金を払わずに出ていかれる方の対応というこ

とで、物理的に何か車を止めてしまうとか、ロックしてしまうとか、そういうことでは

ございません。駐車場、近年、どちらもそういったゲートや車両のロックがなくなって、

自主的にお支払いいただくと、でないと、データベースでしっかり管理されるというと

ころがございますので、そこはもうほぼほぼ全ての方がしっかりお支払いいただけると

考えております。

なお、従業員につきましては、東駐車場の管理も含めて、先ほど申しましたように４

人おりますので、また最初の施行の５月１日までの期間もございますので、しっかり御

案内させていただこうと考えております。

それから、地元とよそからのお客様のというところの比率というのが、ナンバーの計

測まではできておりませんけれども、定期利用の件数が、令和５年でございますと６０

４件、売上中の定期券の比率が６８％というふうな状況でございまして、地元の方にも
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非常によく利用していただいてる駐車場というふうに考えております。以上です。

○議長（池田 宜広君） ４番、米田雅代君。

○議員（４番 米田 雅代君） 維持費に関しては、町には全く負担がかからないという

ような認識でいいのかということと、この機械といいますか、の維持費という部分です

ね。

それと、先ほど駅の場合は、必ずクレジットカードとか、そういった分で引き落とし

をされるっていう形になってるんですけども、今おっしゃられた場合だったら、ただ単

にナンバーが控えられているっていうことで、例えば精算せずに帰った場合、そういっ

た場合っていうのはどういうような形で料金を請求できるんでしょうか。

○議長（池田 宜広君） 福井商工観光課長。

○商工観光課長（福井 崇弘君） ちょっと質問が飛んでしまいましたけども、まず、料

金の請求のほうについてでございますけれども、現在、指定管理者のほうで導入を予定

している設備のメーカーというのは、全国でも最大手のメーカーといいますか、一番大

きなところを想定されております。全国的なネットワークでそのナンバーが不払いの車

両というふうに認識されてしまうと、恐らく全国どこに行っても、駐車場に止めにくい

というふうな状況が発生すると思われます。頂けなかった料金については、その機器の

メーカーといいますか、そちらで対応いただくというふうなところになっております。

維持費につきましては、現状、指定管理料を９０万円程度、これで減額できるものと

考えております。以上です。

○議長（池田 宜広君） ランニングコストというか、そういうのは全くっていうことだ

ったけど。

○商工観光課長（福井 崇弘君） 基本的に、精算機等につきましてはリース契約になり

まして、機器の所有権は運営会社にあるということで、その中で運営会社のほうで集金

等の業務もやっていただくと。また、２４時間のコールセンター等でトラブル等の対応

もしていただくと。運営会社の管理料としては、大体でございますが、月１８万円程度

を想定しております。その中で、コストが非常に下がる部分もございまして、使用料に

つきましても少し増額が見込めるところもございまして、指定管理料としては、町から

夢公社に払う金額としては約９０万円のマイナスということになります。

○議長（池田 宜広君） ４番、米田雅代君。

○議員（４番 米田 雅代君） ということは、その運営会社との契約は、町ではなくっ

て、その指定、夢公社がされるっていう認識でいいんですか。

○議長（池田 宜広君） 福井商工観光課長。

○商工観光課長（福井 崇弘君） おっしゃるとおりで、あくまでも指定管理の中で、指

定管理者と運営会社が契約をして、実施していただくということになります。

○議長（池田 宜広君） そのほか。

８番、河越忠志君。
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○議員（８番 河越 忠志君） 今のお話の中で、実際の使用料金っていうのは町に入る

形なのか、それとも、運営会社がそのまま収納されるということなのか。売上げによっ

てそのシステムを運営していくというふうに私は理解するわけですけども、実際に従業

員がお二人減るということであれば、実際の、今まででいったら売上げですね、その売

上分が町には入らなくなってくるということになろうかと思うんですけども、その辺の

対比、あるいは設備を設けた後に、更新自体をどれだけの期間でされるのか分からない

んですけども、その間に一定レベルで結局、夢公社が運営会社と契約するという形にな

ったときに、例えばリース期間が、例えば５年とか終わったときに、もう解約して、ほ

かの事業者と契約をし直すようなことができるのかどうか。要は縛られて、次にはもう

こちらは一方的に相手の条件をのまなきゃいけないような状態にならないのかどうか、

その辺りの歯止めについての検討はされてるかどうかお聞きしたいと思います。

○議長（池田 宜広君） 福井商工観光課長。

○商工観光課長（福井 崇弘君） まず、指定管理者から運営会社へまた部分的に委託を

するということになるわけでございます。精算機につきましては、先ほど申しましたよ

うにリースということで、ですので、精算機の所有権としては運営会社ということには

なります。一方で、もともと指定管理でございますから、利用料が町に入ることはなく、

利用料と人件費、管理費等を相殺した中で、さらに町から指定管理料をお支払いしてい

るという状況でございますので、料金が町に直接入らないという状況はこれまでどおり

変わらない状況でございます。

なお、この運営管理につきましては、条件については駐車状況、利用状況も含めてし

っかり見直しをしていくというふうなところは、そこは指定管理会社と運営会社だけで

なく、町もその話に入らせていただいて、しっかり条件的には問題のないように進めて

おります。

○議長（池田 宜広君） ８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） ちょっと私の表現が悪かったです。要は、使用料につい

て、指定管理者である夢公社のほうに入らずにリース会社のほうに行くのか、あるいは

もう、料金は入ってくるけども、使用料としての管理費で運営されていくという、要は

リース料だけで運営会社はやっていくということになっていって、それを結局、夢公社

が負担するということになるのかどうか、その辺りについてはいかがでしょうか。

○議長（池田 宜広君） 福井商工観光課長。

○商工観光課長（福井 崇弘君） 駐車場の利用料金、集金も含めて、まずこれは一旦運

営会社に入ります。現状、この北駐車場、経営上赤字でございますので、料金が運営会

社に入るだけでは不足をすると。その部分につきましては、指定管理者から運営会社に

さらに支払うと。ただ、この金額がかなり圧縮されますので、現状の指定管理料と比べ

て大きな減額ができるという状況でございます。

○議長（池田 宜広君） ８番、河越忠志君。
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○議員（８番 河越 忠志君） ということは、夢公社から運営会社に支払う金額ってい

うのは固定されてないと思えます。リース料っていうのは、契約したら、その一定期間

の中で変動しないというのが原則だろうと思うんですけども、実際に夢公社がその運営

会社に支払う金額っていうのは固定されてない。まして、今回の場合、バスとか大型車

の認識ができないから同じになると、料金も一緒になる。単車とかについても同じ。だ

から、単車等についてはもう利用がなくなってくる可能性もあるし、場合によって、先

ほどそのまま支払わずに出たっていう場合のことをおっしゃられましたけど、ナンバー

を隠して入ったらどうなるのかなというあたり、ナンバーを認識できないわけだけども、

要は監視カメラがあって、それを追跡されるのか、それも全て、運営会社が要は費用収

納の責任があるので、そちらにもう委任したままでいいという格好になるのか、その辺

りが、夢公社の立場と、町が夢公社に指定管理をするのと、何かとっても複雑な状況が、

要は三者の形が出てくるんですけども、その辺りについて、町としての位置づけが、果

たして夢公社にとってもいいのか、要は本町にとってもいいのか、その辺りが、夢公社

は減るからいいっていう表現はされたんですけども、今回の説明の中で人件費が２０％

上がったっていう説明をされたんですね。私はその２０％合ってんのかなというちょっ

と疑問もあるんですけども、その辺りの中で、夢公社がやりにくくなったりすることが

起こらないのかなという気がするんですけども、その辺りについてのフォローはできる

ような形になってるんでしょうか。

○議長（池田 宜広君） 福井商工観光課長。

○商工観光課長（福井 崇弘君） まず、現在の概算の積算でございますが、機械のリー

ス料、また毎月のコールセンターや集金等々、あるいは駐車場の空き情報のネットへの

掲載等の中で、おおよそ３２万円程度、毎月必要経費がかかるという積算をしておりま

す。これに対して、料金の収入見込額が２１万円という試算でございまして、差引き１

１万円が管理費として指定管理者から運営会社に出ていく費用で、これについては固定

ということで、運営会社と指定管理者のほうで契約を一旦させていただく方向でおりま

す。この固定でございますけれども、今後、たくさんもうかるか、やっぱりちょっとし

んどいかっていう中で、当然、見直すべきことが出てくるかも分かりませんけれども、

町としましては、この数字であっても、現行の費用よりもかなり落ちるというところ、

また、本当は費用だけのためではなくて、７０代になっても、何とか引き止めて仕事し

てもらわなあかんという状況が一番指定管理者として苦しい状況でございまして、そこ

も鑑みた中で、現状では、こういった形で運営会社にお願いをして、運営いただくとい

うところが最善の方法というふうに考えております。

ただ、地域でしっかり管理していただきたいというところもございますので、町と運

営会社の直接契約ではなく、夢公社にしっかりそこに入っていただいて、地域に何らか

の形で、学校利用とか、そういったところへの配慮をしっかり欠かさぬようにやってい

ただくというところもあって、今回の三者でといいますか、町は直接契約には絡みませ
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んけれども、三者が入った形で運営していくということで考えております。

○議長（池田 宜広君） そのほか、ございませんね。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

・ ・

日程第１２ 議案第１０号

○議長（池田 宜広君） 日程第１２、議案第１０号、新温泉町緑地健康増進施設条例の

一部改正についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、新温泉町緑地健康増進施設の管理及び運

営の見直しを図るため、所要の改正を御提案申し上げるものであります。

内容につきまして、商工観光課長が説明いたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 福井商工観光課長。

○商工観光課長（福井 崇弘君） それでは、議案第１０号について御説明させていただ

きます。

今回の条例改正でございますが、草太園地のバンガロー解体と併せまして、ほかの施

設につきましても、現状に合わせてこの条例の改正をさせていただきたいものでござい

ます。

審議資料の４１ページを御覧ください。４１ページの名称及び位置、第２条でござい

ます。新旧対照表でございますが、現行、管理所という施設が丹土字愛宕山１１３３番

地ということでございますが、こちらにつきましては、牧場公園の山頂、タワー横の建

物で、実際には倉庫のような状態で供用されておりません。また利用もございません。

現状に合わせて、こちらにつきましては、改正案のほうで削除をさせていただきたいと

考えております。

また、使用時間につきましてですけれども、テニスコートにつきましては、こちらも

現状の牧場公園の利用時間等々と合致しておりませんので、こちらにつきましては午前

９時から午後５時までというふうに規定させていただきたい。また、ナイター設備も今、

利用されておりませんので、こちらにつきましても削除をさせていただきたいというふ

うに考えております。
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また、⑵の草太園地でございますけれども、管理所及び草太園地の管理所につきまし

ては、先ほども申しましたように、実態がございませんので、削除をさせていただきま

す。

また、利用時間でございますけれども、こちらも利用実態、管理の実態に合わせまし

て、草太園地につきましては、午前９時から午後５時までで、広場でのテント使用の場

合は午後１時から翌日午後０時までということで、これも、もともとは午後１時から午

後１時となっておりますけども、実態に合わせて改正させていただきたいと思います。

草太園地バンガローでございますが、バンガローにつきましては、解体のため、削除

させていただきます。

それから、第８条でございます。使用の許可につきましては、管理所を削除させてい

ただきたいと考えております。

続きまして、次のページ、４２ページでございます。使用料条例にも影響がございま

すので、併せて改正をお願いいたします。先ほどの牧場公園のテニスコートのナイター

設備でございますが、使用料の規定がございますが、こちらも実態がございませんので、

削除をさせていただきたいと考えております。

また、草太園地でございます。管理所という名前があれこれ出てきて、ちょっと重複

してややこしい部分ございましたので、草太園地の会議室につきましては、管理所会議

室ではなく、管理棟会議室というふうに名称を変えさせていただきます。また、バンガ

ローにつきましては削除をさせていただきます。炊事器具のレンタルも実際はございま

せんので、こちらにつきましても削除をさせていただきます。一番下の管理所につきま

しては、こちらは牧場公園の山頂の部分ですので、こちらにつきましても削除をさせて

いただきます。なお、備考欄に、先ほど申しました利用時間等について、改めて記載を

している状況でございます。

議案のほうに戻りまして、条例本文でございますが、附則でございます。この条例は、

４月１日から施行させていただきたいと考えております。

また、あわせて使用料条例につきまして、御説明させていただいたとおり、改正させ

ていただきたいと考えております。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。ございませんね。

〔質疑なし〕

○議長（池田 宜広君） 質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

－３３－



○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

・ ・

日程第１３ 議案第１１号

○議長（池田 宜広君） 日程第１３、議案第１１号、新温泉町使用料徴収条例の一部改

正についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、第１種精神障がい者の介護者について、

温泉入浴施設等の割引を適用するため、所要の改正を御提案申し上げるものであります。

内容につきまして、商工観光課長が説明をいたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 福井商工観光課長。

○商工観光課長（福井 崇弘君） それでは、議案第１１号について御説明させていただ

きます。

このたびの改正は、精神障害者福祉手帳につきまして、第１種、第２種の区分を行い

まして、ＪＲなどの鉄道会社では、この第１種、精神障害者保健福祉手帳の第１種をお

持ちの方につきましては、介護者の運賃も割り引くという制度が鉄道会社のほう、４月

１日から始まります。町内の温泉施設等の施設につきましても、この鉄道利用の割引に

倣って割引制度を制定しておりますので、鉄道利用のこの精神障害者保健福祉手帳の第

１種の介護者の割引、これを町内の温泉施設にも導入するために、今回、改正の提案を

させていただきます。

なお、施設が福祉課所管等にもまたがりますので、一括でこちらのほうで御説明をさ

せていただきます。資料のほう、４４ページを御覧ください。４４ページ、別表第７は、

高齢者いきがい施設「ユートピア浜坂」についてでございます。アンダーライン部分、

前記手帳の旅客鉄道株式会社運賃減額欄に第１種と記載されている者の介護者及び精神

障害者保健福祉手帳を有する者ということで、精神障害者保健福祉手帳につきましては、

介護者の規定がなかったものを、新しい改正案では、精神障害者保健福祉手帳を有する

者及び前記手帳の旅客鉄道株式会社旅客運賃減額欄に第１種と記載されている者の介護

者というふうに、介護者を含めさせていただくという改正でございます。

なお、同様の改正を、４５ページでございますが、別表第９、リフレッシュ館・森林

総合利用促進施設・新温泉町民プールということでリフレッシュパークゆむらに対して、

また、４６ページでございますが、湯村温泉観光交流センター薬師湯について、それか

ら４７ページでございます。別表第３８でございますが、牧場公園第１ペアリフトにつ

きまして、それから４８ページでございます。七釜温泉ゆーらく館につきましても同様

に使用料の改正を行わせていただきたいと考えております。

条例本文に戻りまして、附則でございます。この条例を４月１日から施行させていた
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だきたいと考えております。

以上、よろしくお願いします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

・ ・

日程第１４ 議案第１２号

○議長（池田 宜広君） 日程第１４、議案第１２号、新温泉町鳥獣処理施設条例の一部

改正についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、新温泉町鳥獣個体一時保管施設の整備に

伴い、新温泉町鳥獣処理施設との一体的な運営の推進を図るため、所要の改正を御提案

申し上げるものであります。

内容につきまして、農林水産課長が説明をいたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） それでは、議案第１２号、新温泉町鳥獣処理施設条例

の一部改正について御説明をさせていただきます。説明の都合上、審議資料４９ページ

をお願いいたします。

現在、塩山地区で運営されております鳥獣処理施設について、令和７年度からの指定

管理者の運営への切替えに合わせまして、令和７年４月から稼働予定の鳥獣個体一時保

管施設を一体的に運営するとともに、地域資源の利活用のさらなる拡大を図るために、

施設条例及び施行規則の所要の改正を行うものでございます。

新旧対照表でございます。左が現行、右が改正案でございます。まず、第１条、５行

目に「及び新温泉町鳥獣個体一時保管施設」を追加いたします。第２条の表の名称に新

温泉町鳥獣個体一時保管施設を加えまして、所在地もそれぞれ追加をいたします。

次に、第３条、１行目でございます。「用原材料」とありますのを「又はジビエとし

て利活用」、２行目の「鳥獣個体の一時保管並びに」を追加をいたします。また、その

後に「及び加工」を追加をいたします。
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議案に戻っていただきまして、タブレット４０ページでございます。附則として、こ

の条例は、令和７年４月１日から施行するとしております。

次に、新温泉町鳥獣処理施設条例施行規則の一部改正についてでございます。

審議資料の５１ページをお願いいたします。この規則は、新温泉町鳥獣処理施設条例

の施行に関し、必要な事項を定めるもので、鳥獣個体一時保管施設の供用開始に当たり

まして、受入れ時間及び休館日の制定が必要なため、所要の改正を行うものでございま

す。

施行規則の新旧対照表、左が現行、右が改正案となります。第３条第１項及び第２項

の内容を、施設ごとの受入れ時間及び休館日として表にまとめて追加をいたします。ま

ず、１行目は、既存の新温泉町鳥獣処理施設でございます。２行目に新温泉町鳥獣個体

一時保管施設を追加をいたします。

受入れ時間として２つに区分いたします。上下２段となっておりますが、上段を期間

４月から１１月といたしまして、午前５時から午後７時までとしております。下段を期

間１２月から３月までといたしまして、午前７時から午後５時までとしておりまして、

休館日はなし、バーという表示をしております。

次に、第３項の下線部の内容を第２項に改め、第３条第３項を削ります。この変更に

よりまして、第５条及び第８条中の第３項を第２項に改めます。

５０ページでございます。附則といたしまして、この規則は、令和７年４月１日から

施行するとしております。

説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

７番、浜田直子君。

○議員（７番 浜田 直子君） 新温泉町鳥獣処理施設なんですけど、休館日とあります

が、今まで土曜日も休みだったのが、土曜日を開催するようにしてくださるということ

ですね、これ見ると。

それと、新温泉町鳥獣個体一時保管施設ですけど、この規則は、令和７年４月１日か

ら施行とありますので、もう４月１日から利用できるということですか。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） 休館日についてでございますが、鳥獣処理施設につき

ましては、引き続き土曜日も稼働するという運営体系でございます。

一時保管施設につきましては、令和７年４月１日から稼働予定ということで準備をし

ております。

○議長（池田 宜広君） そのほか。

４番、米田雅代君。

○議員（４番 米田 雅代君） まず、ジビエとして利活用っていうふうな部分が入って
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おりますが、今まではペットフードという形の中で、今度、ジビエで人の食料といいま

すか、それとして活用されるっていう話になってきたら、ちょっと私、詳しくないから

分からないんですが、保健所とか、そういった部分の許可、許認可が必要になってくる

のかどうなのかという部分と、今、受入れ時間のほうで、例えば今度できた一時保管施

設なんですが、午前５時から午後７時まで、それから１２月、３月は午前７時から午後

５時までっていう格好になっていて、その時間だけしか使えないよという形で、例えば

施錠されるとか、もう受け入れできないよという格好でされるのかどうなのか、一応そ

こをお願いします。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） 今回の条例改正によりまして、これまでペットフード

の解体処理だけであったんですけども、ジビエとしての解体、利活用ということで条例

の内容を改正しております。これは、指定管理者の運営に切り替えることによりまして、

指定管理者のほうから、持込み個体をジビエの利活用というような提案もいただいてお

りますので、将来的に施設がジビエの解体処理にも運用できるように条件整備を行うも

のでございます。ただし、現在、施設のほうは食肉用の解体施設としては手続を行って

おりません。今後、指定管理者のほうが、ジビエの解体、こういった運営ができるよう

な準備が整った段階で、食品衛生法の手続であったりとか、施設のほうの改修ですね、

そういったことも必要に応じて、令和８年度以降というふうに想定しておりますけども、

対応してまいりたいというふうに考えております。

あと、受入れ時間につきましては、先ほど一時保管施設につきましては、２段階で時

間の設定をさせていただいております。これは、狩猟法の中で夜間の狩猟が禁止をされ

ております。日の出から日没までという間の中での動物の捕獲ということになりますの

で、季節ごと、日の出であったり日没の時間に合わせて、２段階に設定をさせていただ

いたというところでございます。その時間内で施設のほうには持込みをしていただくと

いうことでございます。

○議長（池田 宜広君） 施錠は、施錠はということは。

○農林水産課長（原 憲一君） 施錠、はい。一時保管施設につきましては、具体的に

施錠をどうするかというのは、今後、最終的に指定管理者のほうと最終調整はいたしま

すけども、厳重な施錠をして、一々開け閉めしてというようなスタイルでの運営管理は

考えておりません。監視カメラのほうで施設の管理をいたしまして、持ち込みされた方

がシャッターを開けて、冷凍庫のドアを開閉、開閉といいますか、開けて、個体を持ち

込んでいただくと、それをカメラで監視して、管理をするという形態でございます。

○議長（池田 宜広君） ４番、米田雅代君。

○議員（４番 米田 雅代君） では、将来的にジビエで活用されるっていうのは、指定

管理者でしたっけ、指定管理者の方が、ごめんなさい、言い方が悪い、あくまでも町の

ほうがそういう施設だとか、そういったふうに、もしも改築しなければならないという
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話になってきたら、それは町のほうがやっていく、それで町のほうが保健所とか、そう

いった部分の許認可をきちんと受けていく、そういうふうな形を整えていって、使って

いただくっていう形になるのかどうなのかということと。

要するに、今度、一時保管の件なんですけども、入れた人は何も、記録だとか何もし

なくてもいい、これ自分が持ち込みましたよみたいな格好の記載とか、そういったもの

は全く必要がないっていうような認識でいいでしょうか。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） 施設のジビエ受入れに係る改修であったり、手続の関

係でございますが、負担の方法はまた今後調整いたしますけども、町が負担して、施設

の改修費を支出するということで想定をしております。手続についても、施設自体は町

の施設でございますので、町のほうで手続するということで、指定管理者との調整をし

ながら手続するように考えております。

あと、持ち込み時の捕獲者の方の記録でございますが、伝票の書き込みをしていただ

く、様式であったり、内容は今、調整中でございますが、伝票を書き込んでいただいて、

個体を持ち込んでいただくというスタイルで考えております。

○議長（池田 宜広君） ４番、米田雅代君。

○議員（４番 米田 雅代君） であったら、一応取りあえず、今回は条例だけ変えて、

ジビエとして提供できるようにするけども、それから以後の工事であるだとか、そうい

ったもんに関しては、次年度から考えるっていうような認識でよろしいでしょうか。

それと、あくまでもこの受入れ時間いうのは、まあ、言えばって言ったらおかしいで

すけども、入れる方がこの時間を守ってくださいねっていうような形になろうかと思う

んですけども、そういうような認識でよろしいですか。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） ジビエの解体施設としてのタイミングといいますか、

スケジュール的なものですけども、まずは令和７年度、指定管理者の運営に切り替える

ことで、これまでどおりペットフードの解体施設として運営を軌道に乗せてもらうとい

うのが先決だと考えております。その中で、ジビエの解体、ジビエとしての利活用とし

ても提案をいろいろしていただいておりますので、運用の状況を見ながら、次のステッ

プとして、ジビエの利活用、必要な改修であったり、手続ということを、タイミングを

考えていきたいと考えております。

あと、持込みの時間でございますが、先ほど申し上げましたように、監視カメラのほ

うで管理をするという形でございます。当然、その前段で持込み時間は何時から何時ま

でということは捕獲員の方には周知して、徹底していただくようにお願いはする予定に

しておりますけども、持込み時間、守られないということがないように周知徹底を図っ

ていきたいと考えております。

○議長（池田 宜広君） そのほか。
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８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） 一時保管の施設なんですけれども、１つは、監視カメラ

だけで管理されたときに、実際にペットフードにする場合でも、持込み個体について一

定レベルの新鮮さとか、そういったものが条件になってて、受け入れてもらえないとい

うことが今まであったと思うんですね。その辺りがカメラで全て管理できて、この人が

こう持ってきて、これが悪かったから持ち帰ってもらうとかいうようなことが起こって

こないのかなというのをちょっと心配するんですけども、その辺りについての手だて、

要は防止策ということが練られているかどうか。

それともう一つ、ジビエという形で、施設改修とかをやるときに、もう指定管理者で

はなくて、実質的に町が何らかの形で費用を負担するとしたときに、現在準備されてる

奥八田小学校を使ってのジビエの事業をされる、事業者になるわけですけども、そちら

との関連性とかいうものについてはどんなふうに考えていくかということも十分準備し

とかないと、対応が、奥八田はもう完全に事業者の方が回収して準備する、一方で、今

度の施設については、要は、塩山の施設については町がっていうことになると、不公平

な部分が出てきたりすると思うんですね。その辺りについての考え方っていうのは、も

う既に、何らかの方針っていうのは練られてるのかどうか、その辺りの２つお聞きした

いと思います。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） すみません、話が、既存の施設と一時保管施設の話が

ちょっとごっちゃになった部分がありましたので、ちょっと整理させていただきたいん

ですけども、今回追加いたします一時保管施設については、無人、監視カメラで運営と

いうことで、既存の鳥獣処理施設につきましては、解体をする鳥獣処理施設につきまし

ては、これまでどおり有人の運営で考えております。そこは、ちょっと施設ごとで管理

の形態は異なるということになります。

あと、ジビエの受入れについて、個体の状態によったら食肉で受け入れできない個体

もございますので、その辺りをということなんですが、当然、ジビエということになり

ますと、血抜きであったりとか、鮮度の問題もございますので、その捕獲者と施設の受

入れの連絡体制であったりとか、そういったものも確認しながらジビエの受入れ、どの

ように受け入れるかということを今後調整していく必要があるというふうに考えており

ますし、奥八田地区で整備されております民間のジビエの施設の運営につきましても、

今後、この処理施設のほうがジビエの受入れが可能な状況になった場合には、受入れ体

制を調整いたしまして、どのような受入れ体制、運営が適切かというようなことも、指

定管理者と調整を図りながら準備を進めてまいりたいと考えております。

○議長（池田 宜広君） 課長、１個目の分のカメラの件で、腐敗とは言わんかったけど

も、腐敗等が始まるような個体が入った場合どうするのと。そこ、カメラだけで管理で

きますかということを、あっちのストックの分ね。
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どうぞ。

○農林水産課長（原 憲一君） 個体の状態ですけども、定期的に持ち込まれた個体は

塩山の施設に移動をかけます。その時点で、受入れ伝票であったりとか、個体の判別と

いうのは、どなたが持ち込まれた個体かというのは分かるようになっておりますので、

あまりに状態が悪いような個体が持ち込まれた場合は、その方に注意をするというよう

なことで、そういったことがないように運営を図ってまいりたいと考えております。

○議長（池田 宜広君） ８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） 受入れ伝票も無人の中でされるということなわけですけ

ども、いずれにしても、事業者がそういったものを持って入ってもらって、塩山で処理

することができないようなものが持ち込まれるようなことがないようにしなきゃいけな

いと思うんですね。それが事前にストップができますかということをお聞きしたんです

けども、今のであれば、持ち込まれたものを、実際に持って入られた人を監視カメラで

管理して、その人に返しますよというところで、それで大丈夫ですかというのが、まず

一つ。

それと、もう一つは、お聞きしたのは、今、奥八田小学校を利用してされるジビエの

事業と、今回の塩山でもしもジビエを扱われるようになるとして、その施設を町の費用

をかけて改修するっていうことになったときに、その改修することによって、何らかの

改修費用が町に返ってきて、要は、町が、無駄っていうか、余分な費用をかけたことに

ならないようになればいいわけですけども、その関連性の中で単純に町が指定管理者を

支援するっていうことだけでやるとなると、町の持ち出しだけが増えたっていうことに

なるので、その辺りについて方針を検討されていますかというのが２つ目の問いだった

わけです。改めて御答弁をお願いします。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） 持込み個体の関係でございますが、今現在も、状態の

悪い個体持ち込まれないように捕獲員の方にはお願いをしとるところでございますし、

新しくできた施設にそういった個体が持ち込まれた場合、どなたが持ち込まれた個体っ

ていうのも判別できるように、記録を取るように考えておりますので、その場合は連絡

をして引き受けていただくとかというような対応になろうかというふうに考えておりま

す。

あと、ジビエの解体施設として今後町が施設に手を加えていく場合の費用の関係でご

ざいますが、奥八田地区で整備される施設の運営状況、例えば、受入れ範囲をどの範囲

で受け入れられるとかというようなことで、競合して施設自体の運営が無駄にならない

ような形で、運営方法も含めて調整をしたいと考えております。

○議長（池田 宜広君） ８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） ジビエの事業が２か所で起こったときの調整ではなくて、

一方に対する町の支援と、一方に対する町の支援の内容に差があってはどうなのかなと
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いうことの中で、塩山の施設に費用をかけるとしたときに、その辺りの均衡をどのよう

に保たれますかっていうのが私のお聞きしたい内容なんですけども、それについて、分

かってなければ、もう準備してないということでいいし、準備してるんであれば、その

方針についてお聞きしたいと思います。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） 奥八田地区で整備をされている施設との町としての支

援の均衡ということに、そういうふうに理解をさせてもらったんですけども、そもそも

施設自体が、奥八田地区の場合は民間の施設ということになりますし、今回、塩山地区

の施設については町の施設ということになります。町の施設として必要な改修であった

りとか、そういったものは行っていく必要がある、町の施設として適切に運営できるよ

うに手を加えていく必要があるということでございますし、民間の事業者に対する支援

というのは、またちょっと考え方が異なるのかなというふうな理解をしているとこでご

ざいます。

○議長（池田 宜広君） そのほかありませんね。

〔質疑なし〕

○議長（池田 宜広君） 質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

暫時休憩をいたします。

午前１１時１８分休憩

午前１１時２８分再開

○議長（池田 宜広君） それでは、休憩を閉じ、会議を再開いたします。

・ ・

日程第１５ 議案第１３号

○議長（池田 宜広君） 日程第１５、議案第１３号、新温泉町病院事業の設置等に関す

る条例の一部改正についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、新たな診療科目を設け診療を行うため、

所要の改正を御提案申し上げるものであります。

内容につきまして、公立浜坂病院事務長が説明いたします。よろしくお願いいたしま
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す。

○議長（池田 宜広君） 宇野浜坂病院事務長。

○浜坂病院事務長（宇野喜代美君） それでは、議案第１３号、新温泉町病院事業の設置

等に関する条例の一部改正について御説明を申し上げます。

提案理由につきましては、町長が申し上げたとおりです。

まず初めに、説明の都合上、審議資料５３ページ、新旧対照表を御覧ください。右側

が改正案です。第３条第２項第７号に精神科を加えるものでございます。現在、公立浜

坂病院で標榜する診療科は、６つの診療科がございます。内科、外科、小児科、整形外

科、耳鼻咽喉科、リハビリテーション科の６つでございます。

このたび精神科を標榜するに至った経緯について御説明をさせていただきます。現在

は、町内に精神科医療を受けられる病院がございませんので、新温泉町にあります障が

い者自立支援協議会が令和４年７月にアンケートを行いました。地域で暮らす精神障が

い者、自立支援医療（精神通院）受給者１６７人に対し、実態把握のため、通院に対す

るアンケート調査でございます。それを実施しております。そのうち、回答者の半数以

上が、医療機関が遠く、通院に時間がかかる、４割の方が体力的にしんどいと答えられ

て、また、回答者の７割においては、町内の医療機関に精神科が欲しいと回答をされた

ようであります。精神科外来受診の際、医療機関の予約も３か月先というような状況も

あり、町内における精神科医療のニーズが高いことが分かりました。さらに、高齢化に

伴いまして、当院での入院患者をはじめ、高齢者の多くの方は認知症をお持ちです。現

在、当院では、神経内科で月１回診療を行っておりますが、そこは引き続き神経内科も

行いながら、入院患者を含めて、精神医療ニーズは高まっている状況ということになっ

ています。また、一方で、香住病院においては、令和３年５月から豊岡病院から支援を

受けて精神科外来を行っており、そこに、新温泉町の方が香住病院に通っている患者も

おられるということも分かり、香住病院も徐々に患者が増加傾向にあるという中で、新

温泉町での精神医療体制の確保について、豊岡健康福祉事務所長にも御助言、御協力を

いただく中で、町担当課、院内などで検討、協議、調整を重ねてまいったところであり

ます。

本年度に入りまして、昨年１１月ですが、豊岡病院へ支援を依頼しましたところ、以

降、協議、調整を図ってきております。このたび、新年度から精神科医師を派遣いただ

けることで、先月２月ですが、協議が調いました。第２、第４金曜日の午前半日、香住

病院の午後の診療枠の日の午前中ですが、９時半から１２時、完全予約制で行う予定と

しております。主には、症状の安定されている統合失調症であるだとか、気分障がいな

ど、精神的な症状をお持ちの患者を診ていただく予定にしております。

そこで、このたび、新たに診療科目の標榜を設けるべく、このたびの条例の一部改正

を御提案申し上げるものでございます。条例本文に戻っていただきまして、附則としま

して、この条例は、令和７年４月１日から施行するものでございます。どうぞよろしく
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お願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） ありませんね。

質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

・ ・

日程第１６ 議案第１４号

○議長（池田 宜広君） 日程第１６、議案第１４号、新温泉町特定教育・保育施設及び

特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題といた

します。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の改正に伴い、所要の改

正を御提案申し上げるものであります。

内容につきまして、こども教育課参事が説明をいたします。よろしくお願いいたしま

す。

○議長（池田 宜広君） 樹岡こども教育課参事。

○こども教育課参事（樹岡 正宏君） それでは、議案第１４号について説明をさせてい

ただきます。こちらは、国の基準であります特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の改正に伴うものでありま

す。説明の都合上、審議資料５４ページをお開きください。左側が現行、右側が改正案

となっております。第３７条にありますように、家庭的保育事業、また、小規模保育事

業、また、居宅訪問型保育事業という言葉がございますが、本町においては、現在、こ

の事業は行っておりません。ただ、先ほど申し上げましたように、国の基準に伴い所要

の改正を行うものでございます。

資料の５９ページをお開きください。主な内容につきましては、国に基づいて基準を

緩和するという内容でございます。

３、施行期日ですが、この条例は、令和７年４月１日から施行するというものでござ
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います。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） ございませんね。

質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

・ ・

日程第１７ 議案第１５号

○議長（池田 宜広君） 日程第１７、議案第１５号、新温泉町家庭的保育事業等の設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、家庭的保育事業等の設備及び運営に関す

る基準の改正に伴い、所要の改正を御提案申し上げるものであります。

内容につきまして、子ども教育課参事が説明をいたします。よろしくお願いいたしま

す。

○議長（池田 宜広君） 樹岡こども教育課参事。

○こども教育課参事（樹岡 正宏君） それでは、議案第１５号について説明をさせてい

ただきます。

こちらも、国の基準であります家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の改正

に伴い、所要の改正を行うものでございます。

説明の都合上、審議資料６０ページをお開きください。左側が現行、右側が改正案と

なっております。

具体的なものにつきましては、６３ページをお開きください。現行では、献立等の指

導が栄養士のみとなっておりますが、管理栄養士等においても指導していただける、ま

た、記録媒体として、電磁的記録も対象となるというようなものでございます。

資料６５ページを御覧ください。改正内容につきましては、詳細をそちらに記載をさ

せていただいております。

３、施行期日ですが、この条例は、令和７年４月１日から施行するとなっております。

よろしくお願いいたします。
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○町長（西村 銀三君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） ございませんね。

質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

・ ・

日程第１８ 議案第１６号

○議長（池田 宜広君） 日程第１８、議案第１６号、新温泉町浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センター

条例の一部改正についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、新温泉町浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センタープール

施設を令和６年度末で廃止することに伴い、所要の改正を御提案申し上げるものであり

ます。

内容につきまして、生涯教育課長が説明をいたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 西脇生涯教育課長。

○生涯教育課長（西脇 一行君） 議案第１６号、新温泉町浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センター条例

の一部改正について説明をさせていただきます。

説明の都合上、審議資料６６、６７ページ、タブレット５０ページです。新温泉町浜

坂Ｂ＆Ｇ海洋センター条例新旧対照表を御覧ください。改正内容につきましては、条文

からプール施設に関する規定を削除するものです。関係する条文としましては、条例第

２条、第８条、第１０条、第１４条となります。

次に、審議資料６８、６９ページ、新温泉町使用料徴収条例新旧対照表を御覧くださ

い。使用料徴収条例の別表第２５（第３条関係）について、同じくプール施設に関する

規定を削除するものであります。

また、条例に関する規則として、新温泉町浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センター管理規則の一部を

改正する規則については、審議資料７０ページを御覧ください。本規則におきましては、

新温泉町浜坂Ｂ＆Ｇ海洋センター条例の改正に基づきまして、条例の施行に併せて、同

じくプール施設に関する規定を削除する改正を行うものであります。

審議資料７４ページ、新旧対照表を御覧ください。関係する条文としまして、条例第
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２条、条例第１０条となります。

また、審議資料７５ページから７７ページに記載のとおり、それぞれ関係する様式第

１の１号、様式第２の１号、様式第３の１号、それぞれ、使用施設名からプールを削除

いたします。

なお、令和７年度以降のプール開放につきましては、Ｂ＆Ｇプールの廃止に伴い、子

供たちがプールでの健康増進や水泳技術の習得、水遊びなど、水と親しむ機会を失って

しまうため、夏季休業中、浜坂北小学校のプールを地域に開放して、これまでのＢ＆Ｇ

プール同様に監視員を配置し、子供たちに安全安心なプール開放を行います。また、引

き続き、水泳教室などの事業も実施をいたします。これからも水泳競技の振興を図って

まいります。

それでは、議案に戻っていただきまして、附則により、条例の執行期日は、令和７年

４月１日から執行するとしております。

説明は以上となります。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

３番、澤田俊之君。

○議員（３番 澤田 俊之君） 今回、Ｂ＆Ｇがなくなるということでの御提案だという

ことで、それは理解します。ただ、今までの御説明の中で、このＢ＆Ｇは町民対象のプ

ールなんですよね。そういう御説明で今まで来てたと思います。それで、その経過の中

で、浜坂北小学校、２つ必要がないという中で、浜坂北小学校のプールを活用というこ

とで、そういう流れの中で来てます。そして、その過程の説明の中で、町民対象のはど

うするんだという話の中で、リフレッシュパークゆむらのプールがあるんで、そちらを

活用というふうなお話もされたと記憶してます。これが上げられるんであれば、当然、

それなりのほかの関係施設に対するきちんとした規則とか条例とかを上げてくるべき話

だとは思うんですね。これは、１部局じゃないと思います。当然、町民プールという名

がついてますんで、その辺、町長どういうふうにお考えでこれだけの廃止になったか、

御説明をお願いします。

○議長（池田 宜広君） 西脇生涯教育課長。

○生涯教育課長（西脇 一行君） 議員御説明のとおり、今、Ｂ＆Ｇ海洋センタープール

につきましては、大人も使用できるという施設でございます。一方で、この近年、１０

年程度過去を遡ってみますと、浜坂北小学校の児童生徒を中心に、保護者が付添いで安

全管理のために一緒に入っていただくというような状況が続いておりました。一方で、

新温泉町民プールにつきましては、リフレッシュパークゆむらというところで御利用を

いただいていたというふうに思っております。それぞれ、この公共施設の運営管理の中

で今後どうしていくのかっていうところを、担当課としても議論をしてきました。その

中で、今後、大人のプールにつきましては、やはり、町民プールであるリフレッシュパ
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ークゆむらを使っていただくほうが望ましいんではないかという議論がありました。現

在、他部署ではありますけども、町民プールの利用方法については、今後どのようにし

ていくかということを議論されているということもお聞きをしております。

そういった中で、今後、町民全体が水泳競技に親しむ機会を、しっかり運動、そして、

水泳競技というものをしっかりしていただける環境づくりに向けて、生涯教育課として

も、その辺の配慮をしていきたいと思っております。

○議長（池田 宜広君） ３番、澤田俊之君。

○議員（３番 澤田 俊之君） その議論は、もう以前にさせていただいた議論だと私は

認識してます。ですから、これを出すんであれば、当然、リフレッシュパークゆむらは

町民プールってうたってるんですよね、名前を。それで、補助の目的も、そういう目的

で建てられてる。それであれば、当然、減免措置とか、そういうものを上げてこないと

いけないと思うんですよ。早急に対応するべきだと思うんですけど、いかがでしょう。

○議長（池田 宜広君） 西脇生涯教育課長。

○生涯教育課長（西脇 一行君） 今、大人の水泳競技ということが、おっしゃられてる

ことかと思います。今後、そういうニーズをしっかり把握をした上で、大人、そして、

中学生以上の水泳競技の環境の配慮については、しっかり意見を集約をして、もし必要

であれば、新温泉町民プールのところの減免措置のところを、協議を担当課としてもし

ていきたいと思っております。

○議長（池田 宜広君） ３番、澤田俊之君。

○議員（３番 澤田 俊之君） 現に、町民の意識じゃなくって、これ、施策なんですよ。

施策の中でこれを落としてきてるんです。片や健康増進の話の中でいろんなことをやっ

てきてる、町全体の施策なんですよね。だから、一じゃなくて、全体の中。ですから、

そうなってくると、極端な話をすれば、浜坂北小学校は、もう幼児向けしかできないん

ですね。大人は利用できないんですよね。だから全体で、たしか施策の中には入ってる

はずです。そういうことの中で、これは、やはりしないといけない、ちゃんと対応して

いただくようにお願いします。以上です。

○議長（池田 宜広君） 西脇生涯教育課長。

○生涯教育課長（西脇 一行君） 新温泉町民プールは、今は大人も使えるということで、

そちらについての配慮といいますか、減免措置等につきましては、今後担当課と連携し

ていきたいと思っております。

○議長（池田 宜広君） そのほか。ございませんね。

〔質疑なし〕

○議長（池田 宜広君） 質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

・ ・

日程第１９ 議案第１７号

○議長（池田 宜広君） 日程第１９、議案第１７号、町道路線の認定についてを議題と

いたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、道路法第８条第１項の規定に基づき、町

道の路線を認定したいので、同条第２項の規定により、議会の議決をお願いするもので

あります。

内容につきまして、建設課長が説明をいたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 森田建設課長。

○建設課長（森田 忠浩君） それでは、議案第１７号、町道路線の認定について説明い

たします。このたび認定をお願いいたしますのは、どちらも塩山地区内の２路線でござ

います。

提案理由といたしましては、議案書にありますとおりでございます。記載のとおりで

ございます。２路線とも、現在事業を進めております塩山地区の集落道整備に伴うもの

です。

内容説明のため、審議資料の７８ページをお開きください。認定する路線の位置図で

す。画図面中、２か所、丸囲みと引き出し線で示している位置になります。１路線が池

田神社の近く、もう１路線は塩山公民館の近くです。

続きまして、７９ページを御覧ください。認定路線網図です。図の真ん中辺り、太線

で示している区間が認定路線の第三池田線で、法定外である現道の拡幅改良工事を予定

しております。黒い丸印の位置、町道第二池田線との交差部が起点、終点は三角印の位

置、町道第一池田線との接続部です。起点の地先が塩山字池田１０４４番、終点は同字

１０５８番１で、改良後の幅員は３メートルとなる予定です。

次に、８０ページをお願いします。こちらは、塩山第四村中線の路線網図です。先ほ

どの説明と同様に、太線の区間が認定路線で、こちらは新設工事を予定しております。

黒い丸印、町道塩山第三村中線との交差部が起点、終点は三角印の町道村中池田線との

接続部です。起点の地先が塩山字村中８８３番、終点は同字８６４番で、新設後の予定

延長が１００メートル、同じく幅員は３メートルから５メートルです。

次に、議案に戻っていただき、議案第１７号をお願いいたします。改めまして、町道

路線の認定をお願いいたしますのは、整理番号４１８、路線名が第三池田線、起点が塩

山字池田１０４４番地先、終点は塩山字池田１０５８番１地先、また、整理番号４１９、
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路線名が塩山第四村中線、起点が塩山字村中８８３番地先、終点は塩山字村中８６４番

地先です。

説明は以上です。どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） ございませんね。

質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

暫時休憩をいたします。

午前１１時５２分休憩

午後 ０時５９分再開

○議長（池田 宜広君） それでは、休憩を閉じ、会議を再開いたします。

・ ・

日程第２０ 議案第１８号

○議長（池田 宜広君） 日程第２０、議案第１８号、林道三尾御崎線道路改良工事請負

変更契約の締結についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、林道三尾御崎線道路改良工事の請負変更

契約を締結するにつき、新温泉町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に

関する条例第２条の規定により、議会の議決をお願いするものであります。

内容につきまして、農林水産課長が説明いたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） では、議案第１８号、林道三尾御崎線道路改良工事請

負変更契約の締結について御説明をさせていただきます。それでは、説明の都合上、審

議資料の８１ページをお願いいたします。

林道三尾御崎線改良工事は、令和５年２月に同路線で発生いたしました落石の対策工

事として実施をしております。昨年７月２６日の臨時議会において当初契約の御承認を

いただき、さらに、１２月１７日の定例議会において変更契約の御承認をいただいてお
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ります。

まず、１の変更理由でございます。週休２日制度の取組により、労務費、機械経費

（賃料）、共通仮設費及び現場管理費を補正するもので、変更内容といたしまして、現

場閉所の達成状況により、各経費の補正係数を記載のとおり変更いたします。該当工事

については、４週８休の達成率が１００％となっております。

なお、この週休２日制度を活用する工事の実施につきましては、建設業界では、若手

や女性技術者を中心とする将来の担い手確保が重要な課題となっており、工事現場にお

ける労働環境の改善が求められているため、本町でもより多くの事業者がその必要性を

認識し、休日拡大の意識を醸成していくことを目的として、週休２日制度を活用する工

事を実施することとして、令和６年４月１日以降の入札通知を行う工事から適用してい

るところでございます。また、工事の特記仕様書の中に、週休２日制度の対象工事であ

る旨を工事看板にも明記することなどを記載するなど、週休２日が確実に確保できるよ

うに、受注者、発注者間で取組を行うこととしておりますが、本町では、受注者希望方

式としており、受注者が希望しない場合は本制度の対象外となります。具体的な運用と

いたしましては、入札段階で週休２日制度対象工事であることを特記仕様書に明記し、

当初設計積算では、補正係数による週休２日補正を行わず、契約後の請負業者から取組

実施確認書と工事履行報告書の提出をもちまして、各補正係数の週休２日補正を行うこ

ととしております。このたび、本工事におきまして工事履行報告書での実績により、週

休２日補正による変更設計が生じたため、変更契約をお願いするものでございます。

次に、変更金額でございます。変更前請負額が１億５７７万１００円に対し、３５

３万６００円の変更増となりまして、変更後の請負額は１億９３１万７００円とな

ります。

それでは、議案に戻っていただきまして、タブレットの５２ページになります。１の

契約の目的は、林道三尾御崎線道路改良工事。２の契約の方法は、随意契約。３の契約

の金額は、３５３万６００円の増額で、全体額が１億９３１万７００円です。４、

契約の相手方は、兵庫県美方郡新温泉町浜坂２５８７番地の１、株式会社大上建設代表

取締役、西村武氏でございます。

説明は以上です。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

４番、米田雅代君。

○議員（４番 米田 雅代君） ただいまの説明の中でちょっと分からないところがあり

まして、まず、入札の折にきちんと業者に対してそのような、こういう週休２日制度の

取組によりきちんと明記されているっていうふうにおっしゃられましたけども、途中で、

じゃあ、まず先に、希望しますっていうことをまず入札の際に入れる。それで、ある一

定の期間が終わって、４週８休以上が１００％であったらこれを認めますよっていう形
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の中で、こういう形で補正をかけるっていう話でしょうか。

それとともに、今回、この林道三尾御崎線の工事に関しては、繰越明許費に１２０

万円計上されております。ということは、この補正の金額の分っていうのは、きちんと

工事が終わってから、週休２日制度をちゃんと最後まで取り組みましたっていうことが

分かってからこれを振り込むというか、この工事代金を支払うっていう形になるんでし

ょうか。一応、そういうような可能性があるということの中で、今、この補正をかけら

れるっていう話なんでしょうか。私は非常に、一番最初の段階の、もしも本町が、女性

であるだとか、そういう人たちに建設業界に入ってほしい、働いてほしいっていう話で

あるとすれば、最初からもう週休２日制度に取り組むべき工事だっていうことでされて

から、募られるべきもんではないのかなと思います。業者の方に入札額を入れていただ

いて、そこから入札業者を、落とされる業者を決めていかれるべきではないのかなと思

いますが、その辺のところを教えてください。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） まず今回、週休２日の制度における各係数の補正に伴

う変更の手続についての流れでございます。先ほど説明で申し上げましたように、制度

としては取り入れてるということを特記仕様書に明記をいたします。業者にも確認をし

ていただいているということで、当初積算の内容は、補正係数を掛けていない状態であ

ります。工事契約後に取組実施確認書、週休２日制度に取り組みますという意思表示の

書面を出していただきます。その後に工事の履行報告書、実際どれだけ達成できたかと

いう実績の書類を出していただきます。その達成率に応じて補正係数を掛けていくとい

うことで、今回は１００％の見込みということで、１００％の補正率を掛けるといった

変更となります。

今現在、工事のほうは、まだ施工中でございます。常任委員会でも報告をさせていた

だきましたが、冬期間の強風であったり、積雪というような状況がございまして、予定

どおりの作業日数が確保できなかったという状況がございました。工期内での完了がち

ょっと困難な状態にあるということで、繰越しをお願いをいたしまして工事を完了させ

る予定にしております。今現在の予定では、４月末の完了を見込んで工事を進めている

ところでございます。

あと、最初からなぜ週休２日の設定で積算をしないかという御質問だったと思います

けども、新温泉町においては、週休２日制度というのが、事業者の中ではまだ十分に定

着していないという状況がございます。その中で業者の施工方法、作業の計画等をそれ

ぞれ希望を募りまして、週休２日希望される業者については、この週休２日制度につい

て補正をかけていく、実績に応じて補正をかけていくという手続にしております。

同じく、兵庫県のほうの取組では、兵庫県のほうも、令和６年４月１日からこの週休

２日制度の導入を入れておりますが、兵庫県の場合は、当初から週休２日を見込んだ設

計内容でスタートして、実績に応じて、逆に減額をするという手続をされてるというふ
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うに聞いております。

本町においては、事業者ごとの週休２日の実績について、まだ十分になじんでいない

という状況がございますので、逆に、当初は補正をかけずにスタートして、実績に応じ

て補正をかけるといった流れで手続をしております。

○議長（池田 宜広君） ４番、米田雅代君。

○議員（４番 米田 雅代君） では、最低価格を出されたところを、いろいろ条件があ

った中で、その中で最低価格っていう業者と契約をされるのだろうと思いますけども、

当初からこういうことを、じゃあ、逆に言ったら、もうこれはしないよっていう、週休

２日制度を入れないよっていう話の中で工事価格を入れた方、それと、いやいや、週休

２日制でこういうこともあり得るからっていう形の中で入札をされた方、いろいろ、ば

らばらになってくると思うんですけども、町として本当に週休２日制度を定着をさせて、

若い人だとか女性でもどんどん入ってきてもらいたいっていうような話に持ってくるの

であれば、当然、最初からそれをうたわれた中で、それを実行してくださる業者の方に、

例えば、もう今の形で進められるとしたら、プラス何点みたいな、入れるとか、そうい

うような格好で差をつける中でされないと、今の形で、じゃあ、じゃあ、途中までやっ

て、そっから手を挙げてっていったら、私はもう、後出しじゃんけんのような気がして

仕方がないです。

それとともに、確かに、今回の繰越明許の分は、積雪があったりいろんな形の中で工

事ができなかったという部分もあるかも分かりませんけども、この変更理由のところの

書き方を見てたら、労務費、機械経費で、賃料となってます。という話になってきたら、

当然、週休２日に持ってきたとしたら、工期が延びるだろうって、そしたら、延びる分

をちゃんと、当然、機械を借りてる期間も延びるだろうって、その分を見てよっていう

感じに見れて仕方がないんですよ。ていうことになったら、ちゃんと工期というもの、

週休２日でやりますよ、その上で工期はきちんと決められてるもんだと思うんですね。

そしたら、機械経費の賃料はここで上がってくるような話ではないと思います。だから、

共通仮設費にしても、現場管理費にしても。その辺のところが私には全く理解できませ

ん。それとともに、この週休２日制っていうのは、工事がきちんと終わるまでに週休２

日制をしてもらわないといけないんですよね。この変更をかけれますよねっていうとこ

ろまでの週休２日制でいいっていう話ではないんですよね。そこのところをもう一回確

認させてやってください。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） 後段の御質問の内容が、いま一つちょっと理解できな

いとこはあるんですけども、入札の前段の段階ですが、週休２日制度は導入している工

事です。ただ、工事としては補正係数を掛けておりませんという統一の条件で入札をし

ておりますので、そこで入札に参加された業者の公平性というのが確保できてるという

認識でございます。
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その中で最低入札で札を入れられた方と工事の契約を行う。その後に、工事の施工計

画を立てる中で、週休２日制度を導入されるのかどうなのか、それは、業者それぞれで

御都合もあると思いますので、週休２日が実施できる環境整備を工事の条件として行っ

ている、その中でぜひ取り組んでくださいという、そういった条件で工事を進めていた

だいているという状況でございます。町として、週休２日制度に取り組む意思があれば

取り組める、そういった工事の条件を整えて業者に施工をしていただくと、そういった

条件整備をしているという状況でございます。

すみません、後段の御質問、ちょっともう一度確認させていただきたいんですけど、

よろしくお願いします。

○議員（４番 米田 雅代君） ３問目になるんですか。

○議長（池田 宜広君） じゃあ、カウントせんようにしようか。カウントなしで、後段

の分だけ、どうぞ。

○議員（４番 米田 雅代君） 後段の部分は、例えば、工期っていうのがある……。

○議長（池田 宜広君） 簡潔にね。

○議員（４番 米田 雅代君） はい。工期があるじゃないですか、何月何日までに工期

をしなさいっていう。ていうことになってきたら、当然、機械をリースされるのも、そ

の期間だけでいいわけじゃないですか。ここで、機械経費で賃料が上がってくるってい

うのが、私は理解できない。それとともに、仮設経費に関しても分からないというとこ

ろです。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） 諸経費の中の賃料に補正がかかるという部分について

は、積算基準そのものは町の独自で決めてるものではございませんので、我々がお答え

すべきものかどうかというのは、ちょっと、適切かどうかという部分はあるんですけど

も、我々の理解といたしましては、同じ作業をするのに、週休２日を導入することによ

って作業日数が延びる、必要日数が割増しになるという部分で、経費が割増しになると

いうことで補正がかかっているという認識でございます。

○議長（池田 宜広君） ４番、米田雅代君。

○議員（４番 米田 雅代君） きちんと入札のときに、いつからいつまでの工事、少な

くとも終わりのところは決めてらっしゃると思います。３月３１日までとか、きちんと

終わりはあると思います。それは、ややこしいから言いません。３月３１日までの終わ

りがあるっていうことは、週休２日制度を取ろうが何しようが、その日までにちゃんと

やりますよ、それで、ちゃんと週休２日制度を取って、きちんとその中でやれますよっ

ていうことがあって、手を挙げられると思うんですよ。何かよく分かりません、途中で

手を挙げる段階のところでね。でないと、それは、誰だって手を挙げますわ、いつまで

でも延ばしてもいいんだったら。

それとともに、この週休２日制度っていうのは、工事の最後まで続けるんですよね。
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最後までやって、初めて達成したっていう話になるんですよね。ていうことになってき

たら、当然、最後の最後に達成できてなかったということになったら、この補正額、３

５３万６００円は返してもらうんですよね。町に返してもらうんですよね。それだけ

は確認させてください。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） 機械賃料の部分で作業に必要な日数が割増しになると

いう部分についてですけども、当初の契約工期の中で全てその日数を必要日数としてか

かってるわけではございませんので、工期の中でその作業が終われば、工事は完了する

という考え方でございます。

それと、すみません、工事の週休２日の達成率でございますが、今現在、まだ工事期

間が満了になっておりませんので、見込みという形で達成率を提出いただいております。

これが、万が一また達成率が変わってくるようなことがあれば、また、さらに補正、変

更をかける必要があるということで、内容に変更がなければ、今の変更設計の内容で工

事を完了させるということになります。以上です。

○議長（池田 宜広君） 課長、増になるということはないんですね。マイナスという意

味ですね。

どうぞ、続けて。

○農林水産課長（原 憲一君） 今変更契約しておりますのは、達成率１００％という

ことです。これが天になりますので、これ以上増えるという見込みはございません。以

上です。

○議員（４番 米田 雅代君） 達成できない場合はどうなるんですか。

○農林水産課長（原 憲一君） すみません、ただ、今現在、工事工期が今満了にはな

ってないんですけども、工事の変更契約を御提案させていただく機会というのは、この

３月議会、今のタイミングしかございませんので、ある程度の見込みを含めて変更契約

を出させていただいているというところでございます。工事完了後に達成率がまた変わ

ってくる、減額になるということがあれば、当然減額の補正をしていくということにな

ります。以上です。

○議長（池田 宜広君） そのほか。

８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） この週休２日制の実施については、建築工事でも、実際

にはもう既にやっている自治体がたくさんあります。その中で、本町はやってなくて、

この入札のときにこれをやるよっていうことを明示してるっていうことをおっしゃられ

たんですけども、これについても、工種がたくさんにわたったり、いろんな内訳があっ

たときに、この分を、全ての入札関係の業者がこの割合を全て理解して、労務が何人あ

るっていうのを理解して、同じに入札できているかどうかということについて。

それと、もう一つは、契約書の中に、この内容が契約書に掲載されているかどうか。
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そこら辺で、実際にこれを契約に当たってやるときに、発注者と受注者の関係がしっく

りこない部分が出てくる可能性があるんじゃないかなと考えます。

それと併せて、履行報告書で達成率を確認するとおっしゃいましたけども、履行報告

書は、この現場に対する履行報告書であって、この現場でない同じ作業員、会社でいっ

たら、社員がほかのことをやってても履行報告書には出てきません。あるいは下請につ

いても、この作業を、この現場については週休２日だけども、そうでないことを下請が

やってても、履行報告書では確認できません。その辺りについての確認方法について、

本町として適正にできているのか、あるいは、最終的に工期満了するまでそれを確認す

るよっておっしゃっておられたので、その辺りについての公正を保つための手だてって

いうのができているかどうか、その辺りについて確認させてやってください。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） まず、入札の段階での設計図書の中身で、業者が週休

２日の補正がどのようにかかってくるかということを理解しているかという御質問だっ

たと思うんですけども、入札の段階の設計図書の中で、特記仕様書の中で週休２日のこ

とはうたってるわけですが、達成率に合わせた補正係数も含めてそこに記載をされてお

ります。達成率に合わせて、その補正係数をもって変更の対象になるという記載がされ

ております。

あと、履行報告書をもって工事の変更を行うわけなんですけども、その会社として、

現場自体の作業は行ってないんだけど、ほかの現場で作業している場合はというような、

そういった御質問だったと思いますけども、該当工事の現場が閉所になっているかどう

かという実績についての履行報告書になりますので、その現場が、工事が閉所になって

いる、休みになっていれば、週休２日の実績ということで計上される考え方でございま

す。

○議長（池田 宜広君） ８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） ということは、社員であったり、労働者の週休２日を確

保するということが目的ではない、表面上の週休２日制がこの現場で保たれてたらいい

というふうに、発注者としてお考えだということで認識させてもらったらいいんでしょ

うか。

それと併せて、先ほどお聞きしたのは、このパーセンテージが実際に入札の段階で表

示されているかどうかということと併せて、実際の内訳の中で、労務がどれだけの部分

を占めてるかという数値自体も公表がされているというふうには、ちょっと私は理解し

てないんですけども、その辺りについての周知っていうのは、どんなふうにされてるか

お聞きできますでしょうか。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） 現場閉所の関係でございます。労働者の週休２日制度、

労働者の確保の観点からというようなことを最初に申し上げましたが、そういった部分
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で考え方と外れていないかというような御質問だったと思います。発注工事の中でそう

いった週休２日制度の導入で、現場作業の工事についての週休２日を徹底していくとい

うような働きかけが今行われているということなんですが、これは、発注者も当然変わ

ってきますので、全ての工事において週休２日制度を全部徹底させるというのは、現実

的になかなか今現段階では困難というようなことが、どこの公共工事においても課題と

なっているというふうに聞いてるところでございますので、その部分については、今後

の課題という認識でございます。

あとの労務についての御質問、ちょっとすみません、もう少し理解ができてないとこ

ろがあるんですけども、週休２日を導入することによって、労務費、日数割増しになり

ますので、それについて補正係数をもって、労務についても補正がかかるといった考え

方でございます。

○議長（池田 宜広君） 課長、詳細の明細が、共通で人工数、例えば、労務費の人工数、

１０人とか１００人とかが共通な人工数で見積入札しているかという内容だと思うんで

す。

○農林水産課長（原 憲一君） 人工数そのものは、週休２日の導入によって、特に別

のものを使ってるというものはございませんので、共通の歩掛かりでございます。

○議長（池田 宜広君） もう一回。

８番、河越忠志君。簡単に質問してあげてください。難し過ぎる。

○議員（８番 河越 忠志君） 内訳の明細の中に人工数が表示されてるかどうかという

のが分かるような入札だったかどうかということ。今回カウントもあるということなの

で、先ほどの現場ごとにというお話だったわけですけれども、そうなってくると、単純

に工期内でやるのに、週休２日制では、私の事務所はしんどいなという企業があって、

一方で、たくさんのスタッフがいるから工期内にできるなという業者があって、これに

手を挙げにくかった業者にとって、工期延期がなされた、工期が十分取れるようになっ

たとしたら、果たして、それが平等であったかと言えなくなってくると思うんですね。

そういうことを考えていくと、工期延期があるという状況の中で、それが平等だったか

どうかということについて、とっても疑義が生じる。特に、手を挙げれなかった業者が

見たときに、それなら私のとこでもできたのにっていう話にならないかなというところ

が、平等を欠く要因になる可能性がある。だからこそ、平等な、スマートな発注の仕方

っていうのが求められてくるんじゃないかなということを申し上げてるっていうのが現

実です。その辺りについての御見解もお願いします。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） 週休２日の導入によって作業日数が割増しになるとい

うことについて、工期内での完了が難しくなるといった考え方もあるんですけども、そ

ういった理由での工期延期ということではなくて、天候上の理由であったり、現場条件

の変更というようなことで作業日数が足りなくなったという理由での工期延期になりま
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すので、直接的に週休２日の導入が工期延期につながっていないというふうに認識して

おります。

○議長（池田 宜広君） そのほか、ございませんね。

〔質疑なし〕

○議長（池田 宜広君） これで質疑を終わります。質疑を終結し、討論に入ります。討

論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

・ ・

日程第２１ 議案第１９号

○議長（池田 宜広君） 日程第２１、議案第１９号、町道釜屋海岸線法面吹付修繕工事

請負変更契約の締結についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、町道釜屋海岸線法面吹付修繕工事の請負

変更契約を締結するにつき、新温泉町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処

分に関する条例第２条の規定により、議会の議決をお願いするものであります。

内容につきまして、建設課長が説明いたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 森田建設課長。

○建設課長（森田 忠浩君） それでは、議案第１９号、町道釜屋海岸線法面吹付修繕工

事請負変更契約の締結について説明いたします。

まず、審議資料の８２ページを御覧ください。今回の変更概要です。１、変更理由に

つきましては、本工事における週休２日制度の取組により、労務費、機械経費、共通仮

設費及び現場管理費を補正するもの。また、既設の老朽したモルタル吹きつけを撤去し

たところ、一部、岩ではなく硬質土の箇所があり、この硬質土面につきまして、草根の

生育が見込めないので、当初予定していたモルタル吹きつけ工から法面の風化、浸食を

防止する植生基材吹きつけ工へ変更し、法面を安定させるためです。なお、週休２日制

度の取組についての説明は、さきの農林水産課の案件と同様ですので、省略させていた

だきます。

２、変更内容といたしましては、本工事の現場閉所の達成状況として、４週８休以上

の１００％であることから、労務費等の補正をそれぞれ下表に記載の率で補正すること。

また、モルタル吹きつけ工を２０９平米減らし、代わりに植生基材吹きつけ工を同じ面
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積の２０９平米追加するものです。

３、変更金額といたしましては、変更前請負額９４８万２００円に３１８万２

００円を増額し、変更後請負額を２６７万４００円とするものです。なお、仮契約に

つきましては、２月４日に締結しております。

続きまして、８３ページを御覧ください。施工箇所の位置図と平面図です。平面図中、

植生基材吹きつけ工と引き出し線で示し、太線で囲っている部分が今回の工法変更箇所

です。

隣、８４ページをお願いいたします。今回、工法変更する箇所の標準断面図を示して

おります。このナンバー１５の断面でいいますと、吹きつけ法面の上部⒍１メートルが

植生基材吹きつけ工へ変更する部分になります。

次に、議案第１９号をお願いいたします。議決事項といたしまして、１、契約の目的

は、町道釜屋海岸線法面吹付修繕工事。２、契約の方法は、随意契約。３、契約の金額

は、３１８万２００円の増。４、契約の相手方は、兵庫県美方郡新温泉町芦屋３３８

番地の１、株本建設工業株式会社代表取締役社長、株本寛氏です。

説明は以上です。どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

４番、米田雅代君。

○議員（４番 米田 雅代君） 先ほどもちょっとお聞きしたんですけども、それ以外に、

今回は、老朽モルタル吹きつけを撤去したところ、岩ではなくてというところで、ちょ

っと工法を変更されてるんですけども、それに対して、その分と変更内容の１、２、３

を合わせた金額が３１８万２００円だと思いますが、それの内訳、週休２日制の分と、

それと工事の分とは別々にあると思いますが、その工事の分は幾ら占めてるのか、その

辺もお示しいただけたらありがたいです。この変更額って、２つ足したもんですよね。

今回のこれでは分からないので、工事内容の変更でモルタル吹きつけをやめてこちらの

ほうに変えたっていう、だと私は認識したんですけど、違うんですかね。ですので、工

法を変更したことによって、金額の変更はなかったというふうなみなし方でいいんです

か。ですので、これは、あくまでもさっきの週休２日制によって生じたもんの変更額が

この変更額であるという認識で、まずよろしいんでしょうか。それからお聞きします。

○議長（池田 宜広君） 森田建設課長。答えられる範囲内で、数字が出てきますので。

○建設課長（森田 忠浩君） 変更額の比率というところだと思うんですけれども、具体

的には、金額何円とか、そこら辺まではちょっと差し控えさせていただきますけれども、

ほとんどが週休２日によるものです。この３１８万円のほとんどが週休２日制度による

変更のものというふうに捉えていただいたら結構かと思います。

○議長（池田 宜広君） ４番、米田雅代君。

○議員（４番 米田 雅代君） じゃあ、取りあえず、この工法の違いをここに載せられ
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たっていうことは、一応、そういうことを議会側にも認識してくださいねっていう意味

合いの中で、工法が変わりましたっていうことなんでしょうか。ということと、それと

併せまして、これ、工事のまだ途中ですよね、終わってないわけですよね、当然。とい

うことは、まだ週休２日制が最後まできちんと本当にされてるのかどうなのかっていう

ことは、まだ判断はできないっていう話ですよね。そしたら、先ほどお答えがあったみ

たいに、減額修正ということも、達成率に応じてですけどね、減額修正もあり得るのか

っていうことと、もう２月４日に契約をされてしまったというふうな先ほどお話だった

と思うんですけども、契約をされてしまったことに対してどうなんだっていうことを議

会がこれから言うのかっていう世界だと思うんですが、その辺も併せて。

○議長（池田 宜広君） 森田建設課長。

○建設課長（森田 忠浩君） 今回、１点目の変更は、報告といいますか、金額にも多少、

工法変更によりまして影響がございますので、この変更の内容という説明の中で、こう

いう工法変更もありまして、それについての多少の金額の増減がありましたということ

で、この変更額の中に含まれるものでございますので、当然このように説明を議会のほ

うにもさせていただいたということでございますし、２点目の仮契約を、先ほど説明の

中で２月４日に締結したと申し上げましたけど、これは、あくまで仮でございますので、

今回の本会議の中で議決をいただいて正式な契約に至るということでございますので、

御理解いただきたいと思います。

○議長（池田 宜広君） ４番、米田雅代君。

○議員（４番 米田 雅代君） それとともに、今回の金額的だとか、いろんな部分で議

会にかけられたと思いますが、週休２日制度の取組によって、こういうふうに労務費だ

とか機械経費であるだとか、共通仮設費率とか、こういうものを掛けて補正、変更した

っていうような事例はあるんですかね。

○議長（池田 宜広君） 森田建設課長。

○建設課長（森田 忠浩君） はい。今回、うちの建設課の案件で、本町としましても、

令和６年度から取り組んでる制度でございますけれども、今回で、建設課では２件目と

いう事案でございます。

○議長（池田 宜広君） そのほか。

８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） 今回で２件目と、今おっしゃられたんですけども、ほか

の議会承認が要らない契約については、この取組っていうのはされてないということで

認識したらいいのかどうかっていうのを、まずお聞きしたいと思います。

それと併せて、今回の老朽化したことによる改修的な工事になってるわけですけども、

当初、モルタルの吹きつけがあった箇所、これが実際には岩ではなかったということで

はあるんですけども、前回、モルタルの吹きつけでやってた、それが、植生基材吹きつ

けに替わってくるということの中での安定性についての評価っていうのは、どういった

－５９－



形でなされてるかどうか、その２点を教えてください。

○議長（池田 宜広君） 森田建設課長。

○建設課長（森田 忠浩君） １点目のことですけども、今回は２件目という事案ですけ

れども、これ、本町の週休２日制度を活用する工事に係る事務取扱要領というのが、令

和６年４月から適用になってます。その中で、対象工事につきましては、原則全ての工

事となっておりますので、ただし、建築工事だとか、あともろもろ、災害の工事だとか、

そういうのは対象外になるんですけども、原則全ての工事がこの週休２日制度の対象工

事ということでなっておりまして、先ほど農林水産課のとこでもあったんですけども、

実際の入札の段階の御案内のときに、特記仕様書、こちらのほうにその旨を記載してお

りますので、そこで御理解いただけるものと考えております。

それと、今回、モルタル吹きつけを剥がしましたら、岩ではなかったということで、

その安定性というか、こちらについては、前回っていいますのが、これも町道になった

のが、ちょっと何年かは忘れましたけども、国道だった部分になりますので、県が管理

してた部分になりますので、そちらについてはちょっと分かりかねますので。以上です。

○議長（池田 宜広君） ８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） 県の評価は別として、要は、町としてこの変更をかけた

中で安定性が保ててるかどうかの評価は、どのようにされたかという質問が一つです。

もう一つは、全ての工事に適用させていたけれども、実際にそれを各請負の業者のほ

うが選択されなかったということの報告だったと思うんですけども、そうなってくると、

町としての取組が、自由選択だからといいながらそこに至ってなかったということにつ

いては、本町としての取組はどうだったのかなというあたり、要は、この制度について

の取組がどうだったのかなということについての方針的なものについて、統一見解があ

れば教えていただきたいと思います。

○議長（池田 宜広君） 森田建設課長。

○建設課長（森田 忠浩君） 安定性という部分につきましては、今回、工法変更しまし

て、植生基材吹きつけ工、こちらを選択したわけですけども、こちらについては、現場

の土の硬さですとか、あと、酸度の状況、そちらを試験しまして、その結果数値により

まして、あとは、工法選定のフローというのがございますので、そちらのほうで当ては

めてこの工法を今回選んでおりますので、今回工法変更することによりまして、法面の

ほうは安定するということで認識しております。

２点目の御質問は、私のほうで答えるべきかどうかはちょっと分からないんですけど

も。町全体のお話だと思います。

○議長（池田 宜広君） 西村副町長。

○副町長（西村 徹君） この週休２日制につきましては、国といたしまして、働き方

改革が推進されて、令和６年度から建設業にも労働時間規制が本格適用される中、昨年

６月に新・担い手三法が成立しているというふうな状況の中で、新温泉町におきまして
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も、受注者の責務といたしまして、公共工事の品質確保の促進並びにその担い手の中長

期的な育成及び確保というふうな観点から必要であるという認識を持っておりますので、

そういった観点から進めさせていただきたいと考えておるとこです。

○議長（池田 宜広君） それで、副町長、その取組が２件であると。工事発注はたくさ

んあるんだけども、というのは、どういうふうに捉えているかという質問も。続けて。

○副町長（西村 徹君） 先ほどの原課長のほうでも説明いたしましたけども、当地域

におきましては週休２日という取組がなかなか現実まだ難しい状況があるということが

ありますので、それを踏まえますけれども、今後は先ほど言いました国全体としての考

え方も踏まえる中で、できるだけそこについては推進をできるよう、取り組みたいと思

っております。

○議長（池田 宜広君） ８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） 実際に国の方針がある中で、本町でそれがなかなか実情

として業界の中で受け入れていただけないという状況であるとすれば、それはどういう

根本的な原因があるかなっていうのを本町として調査する必要があるんじゃないかなと

いうふうに思います。

それと併せて、今の実施状況としては、現場ごとに週休２日制であったらよくて、実

際の働いてる方が週休２日制であるかどうかっていうことを確認されていません。とい

うことは、この一部上がってきた案件だけが費用を負担してるけども、実際にこれが労

働環境の改善につながってるかどうかっていうことには必ずしもつながってない。だと

すれば、これを町の負担として、補助金があるにしても、果たしていいかどうかってい

うことについては一般の方の理解というのを得にくい状況にあるのではないかな。であ

るとすれば、国の政策、方針があって、それを本町にどのように適用しながら、一般の

方々も理解できて、しかも労働環境が改善につながるような取組というのを考えて組み

立てていく必要があるんじゃないかなと思うんですけれども、そういった必要性につい

てはお考えになられないでしょうか。

○議長（池田 宜広君） 西村副町長。

○副町長（西村 徹君） 週休２日制につきましては、本町の業界、建設業協会のほう

からも進めたいということはお聞きしているところでございますので、今後、いつもそ

ういう要望事項についてはやり取りをしているとこでございますので、そういうことの

中で実態を把握して推進したいと思います。

○議長（池田 宜広君） そのほかございませんね。

〔質疑なし〕

○議長（池田 宜広君） 質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

・ ・

日程第２２ 議案第２０号

○議長（池田 宜広君） 日程第２２、議案第２０号、公の施設に係る指定管理者の指定

について（新温泉町高齢者生活福祉センター「もみじホール」）を議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、新温泉町高齢者生活福祉センター「もみ

じホール」の指定管理者に社会福祉法人新温泉町社会福祉協議会を指定したいので、地

方自治法第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決をお願いするものであります。

内容につきまして、福祉課長が説明いたします。よろしくお願いします。

○議長（池田 宜広君） 松本福祉課長。

○福祉課長（松本 晃君） 議案第２０号、タブレットでは５５ページとなります。公

の施設に係る指定管理者の指定について説明いたします。

説明の都合上、審議資料の８５ページ、タブレットの８６ページをお願いいたします。

候補者の選定案を添付しております。

また、審議資料の８６ページから９９ページにかけまして基本協定書を添付しており

ます。協定内容につきましては、８９ページの第７条中の指定期間以外の変更はござい

ません。

議案にお戻りいただきまして、１、公の施設の名称は、新温泉町高齢者生活福祉セン

ター「もみじホール」、２、指定管理者となる団体の名称は、社会福祉法人新温泉町社

会福祉協議会会長、倉内晋、３、指定の期間は、令和７年４月１日から令和１０年３月

３１日までとしております。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

３番、澤田俊之君。

○議員（３番 澤田 俊之君） 現状の利用実態を御説明をしていただきたいと思います。

○議長（池田 宜広君） 松本福祉課長。

○福祉課長（松本 晃君） 令和６年度の利用状況でございます。１２月から４月まで

の予定で、１名の方が入居されております。この方は従来から冬期間、なかなか地域で

の生活が難しいということで毎年利用されている方です。それから、新規としまして、

１月からお一人入居の方がおられます。事情としましては、お一人暮らしであったんで

すけれども、入院期間がありまして、１人で地域で在宅で生活するということに不安を
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覚えているという中でこの入居に至ったということで、現在２名の方が入居されており

ます。このほかにも、生活の居住の環境上、１人の方が入居を希望されて認定審査にか

けましたけれども、現状のところでは入居には至ってないということで、審査にかけた

人数が３人と、現在入居は２名となっております。

○議長（池田 宜広君） そのほか。

１番、中村茂君。

○議員（１番 中村 茂君） 特に大きな異論はないんですが、これ、もみじホールの

施設の範囲というか、居宅というか、住むところとその他付随施設があるように思うん

だけど、あの辺り、どこまでを指すのかなということ。

それで、付随施設で行われている福祉事業かな、ほっこり庵だとか、そんなやつをさ

れてたんですが、あれは社会福祉協議会独自事業ということで考えたらいいんでしょう

か。その事業に対する町からの助成とか、そういうものがあるかどうかということもち

ょっと確認させていただきます。

○議長（池田 宜広君） 松本福祉課長。

○福祉課長（松本 晃君） もみじホールの指定管理の範囲としましては、居住部分と

して２階建ての施設があること、それから、木造部分がありまして、これは従来から社

協の事務所であったり、デイサービスセンターであったりとあります。

それから、その他の付随として、一番トンネル側のほうに、いずみ作業所が従来使っ

ておられたような作業スペース、今は使ってないんですけれども、そういった敷地内の

外構を含めて全てを指定管理というふうな範囲としております。

それから、２点目のそのほっこりというカフェ、認知症のカフェのことだと思います。

認知症カフェのほっこりについては社協独自の事業ですので、新温泉町の場合では、包

括のほうがオレンジカフェということで、サンシーホールでしておりますけれども、社

協バージョンということで、そのもみじホールの交流スペースを使ってしていただいて

おります。それに対しては、独自事業ということで助成ということは行っておりません。

それから、居住部分については、当然収入に応じて利用料、それから１日当たり２５

０円の光熱費が発生すること。ですけれども、管理条例の中にこの交流スペースについ

ては無料ということで、広く地域住民の交流の場としなさいというふうになってますの

で、令和６年度で１２団体で３１９回程度の利用がございます。老人クラブの連合会の

事務局の方が事務作業であったり、会議を開いたり、身体障害者福祉協会の方がまた会

議であったり交流の場として使われたり、先ほど議員がおっしゃったような、社協のほ

うでの認知症カフェのような形でも広く利用いただいてるところでございます。

○議長（池田 宜広君） そのほかございませんね。

〔質疑なし〕

○議長（池田 宜広君） 質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

暫時休憩をいたします。

午後１時５６分休憩

午後２時０９分再開

○議長（池田 宜広君） それでは、休憩を閉じ、会議を再開いたします。

・ ・

日程第２３ 議案第２１号

○議長（池田 宜広君） 日程第２３、議案第２１号、公の施設に係る指定管理者の指定

について（商店案内所・杜氏館）を議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、商店案内所・杜氏館の指定管理者に湯村

温泉観光協会を指定したいので、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、議会

の議決をお願いするものであります。

内容につきまして、商工観光課長が説明いたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 福井商工観光課長。

○商工観光課長（福井 崇弘君） それでは、議案第２１号について御説明をいたします。

審議資料の１００ページをお願いいたします。審議資料１００ページ、公の施設に係

る指定管理者の候補者の選定案、商店案内所・杜氏館ですが、これまでどおり、湯村温

泉観光協会にお願いしたいと考えております。

１０１ページ以降に基本協定書をつけております。

１０４ページでございますが、第８条でございます。指定の期間でございますが、令

和７年４月１日から令和１２年３月３１日までの５年間でございます。それ以外につき

ましては、前回の基本協定と変更ございません。

議案に戻らせていただきまして、公の施設の名称、商店案内所・杜氏館でございます。

指定管理者となる団体の名称は、湯村温泉観光協会会長、朝野泰昌氏でございます。

指定の期間は、令和７年４月１日から令和１２年３月３１日まででございます。

以上、どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。ございませんね。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（池田 宜広君） 質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論は終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

・ ・

日程第２４ 議案第２２号

○議長（池田 宜広君） 日程第２４、議案第２２号、公の施設に係る指定管理者の指定

について（新温泉町鳥獣処理施設）を議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、新温泉町鳥獣処理施設の指定管理者に株

式会社Ｖａｎｉｌｌａ Ｓｈｅｒｂｅｔ－Ｃｕｅを指定したいので、地方自治法第２４

４条の２第６項の規定により、議会の議決をお願いするものであります。

内容につきまして、農林水産課長が説明いたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） それでは、議案第２２号、公の施設に係る指定管理者

の指定について御説明をさせていただきます。

説明の都合上、審議資料１１５ページをお願いいたします。当該施設でございますが、

令和元年１０月から供用開始をされまして、以後、業務委託契約により施設が運営され

てまいりましたが、搬入頭数の増加に伴い、施設の維持運営費が増大する反面、町内で

の利活用や未利用部位の有効活用の進展がないことが課題となっており、町内に事業所

を持つ事業者での指定管理者運営により残渣処理量削減による運営経費の削減と、町内

利用や未利用部位の有効活用による売上収入の向上により運営の効率化を図るものでご

ざいます。

公の施設に係る指定管理者の候補者の選定案でございます。公の施設の名称は新温泉

町鳥獣処理施設。

指定管理者の候補者名は、株式会社Ｖａｎｉｌｌａ Ｓｈｅｒｂｅｔ－Ｃｕｅ。

指定の期間は、令和７年４月１日から令和１２年３月３１日までの５年間でございま

す。

指定理由といたしましては、本施設の設置目的を十分に理解し、利便性の向上、残渣

部位の有効活用と処理方法の改善により、施設の運営経費の削減と収益性の向上、持続

的な施設運営が期待できると考え、自社の持つ商品開発力と販路の活用、キッチンカー

でのイベント参加等により、ふるさと納税返礼品等への利用拡大と、地域コミュニティ
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ーとの調和が図れ、町民への還元と本町への貢献が期待できることを評価をいたしまし

た。

なお、指定期間を５年間とした理由につきましては、運営経費削減と収益性の向上に

よる計画的な指定管理料の削減のために必要期間と判断したところでございます。

１１６ページから１２９ページに基本協定書を掲載しております。ポイントを絞って

説明をさせていただきます。

まず、１１９ページ、第２条、指定管理者の指定の意義でございます。民間団体たる

乙の能力を活用しつつ、利用者の利便性の向上、地域資源の利用拡大による地域貢献並

びに本町の認知度を向上させ、地域課題の解決を図るとしております。

６条の管理物件でございます。対象となる管理物件は、１２９ページに記載のとおり、

塩山地内の鳥獣処理施設と指杭地内の鳥獣個体一時保管施設、その他施設の付随備品、

外構、植栽等でございます。

１２１ページ、第１６条、管理物件の改修等については、物件の修繕等を行う場合は

事前に協議と承認が必要であり、別途使用者の中でリスクの分担を定めております。

１２３ページ、第２４条の指定管理料の支払いについては、施設と敷地内の環境整備、

備品等の維持管理実施の対価として指定管理料を支払うものとしており、別途年度協定

により指定管理料を定めます。

１２４ページ、第２９条の保険についてでございます。火災保険は町の加入、施設の

損害賠償保険は指定管理者の加入としております。

以上、説明を終わります。どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑を行います。質疑はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） ございませんね。

質疑を終結し、討論に入ります。

８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） 今までの質疑にも関係するわけですけども、今回の個体、

指杭にできた新しい施設の持ち込まれたものについて、ちゃんと塩山で処理できるかど

うかというあたりについての責任問題については、この協定書の中でうたわれているの

かどうか、ちょっと読みにくいところがあるんですけど、その辺りについての見解を教

えてください。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） 今回、一時保管施設の施設が追加で設置をされます。

その中で、持込み量が増加した場合に、塩山の処理施設で全て対応できない場合の対応

ということでございますが、基本協定書の中では具体的なところまではうたっておりま

せんが、協定に定めのないことということで別途協議をして、もしそういった事態が発
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生した場合は、対応について指定管理者と協議をし、対応を行いたいというふうに考え

ておりますが、各指定管理者のほうで、協力事業者であったりとか、そういった応援も

考えたいというようなお話をこれまで指定管理の協議をする中で聞かせていただいてお

りますので、そういった場合でも、指定管理者のみならず、協力業者の力を借りて個体

の解体処理の対応を行っていけるものと考えております。

○議長（池田 宜広君） ８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） ボリュームのことではなくて、指杭の施設の管理につい

ての説明をいただいて、監視カメラでということだったんですけども、要は持ち込んで

ほしくないようなレベルのものが入ったときに、全てこの指定管理の業者が対応される

のか、それとも町が間に入って対応しなきゃいけないのかというあたりについてこの協

定の中で網羅できてないように思うんですけど、いかがですかっていうことを今お尋ね

したんですが、いかがでしょうか。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） 個別の事案につきましては、またその都度ということ

になろうかと思いますが、基本的には指定管理者のほうで対応していただくというふう

に考えております。指定管理者のみで対応が難しい部分については、町の担当と協議を

しながら対応を考えたいと考えております。

○議員（８番 河越 忠志君） 分かりました。

○議長（池田 宜広君） そのほかございませんね。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

・ ・

日程第２５ 議案第２３号

○議長（池田 宜広君） 日程第２５、議案第２３号、令和６年度新温泉町一般会計補正

予算（第８号）についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、令和６年度新温泉町一般会計予算に補正

の必要が生じましたので御提案を申し上げるものであります。

内容につきましては、休憩中に担当課長が説明を申し上げたとおりであります。よろ
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しくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 内容説明につきましては、休憩中に担当課長から受けておりま

すので、これから質疑に入ります。質疑は、歳出、歳入、総括を一括で行います。質疑

はございませんか。ありませんね。

４番、米田雅代君。

○議員（４番 米田 雅代君） 細かいところになるかも分かりませんが、ちょっとお聞

きしていきます。

７ページの雑入のところなんですが、ケーブルテレビ支障移設工事補償金で１００万

円の減額になっておりますが、これはそもそもどういうものなのかっていうことと、そ

れと、次の、同じところで、但馬牛研修センター使用者光熱水費負担金が２０万円の減

額になっております。これ当初６０万円であったと思いますが、ここから推察されます

のは、多分一月５万円で、それで１２か月分で６０万円が出てて、それで２０万円減額

だっていうことは、この研修センターの使用者の方が使用しなくなったのかなっていう

ようなところで考えたのですが、そういう考え方ではないのでしょうか。

それとともに、８ページの分で、すみません、町債のところで、町民センター施設整

備事業のところで、５９０万円の減額になっております。これが９ページの財産管理

費のところで、１２節委託料のところで、設計監理委託料、町民センター空調設備更新

工事のところで２８６万円の減額。それと、１０ページの工事請負費のところで４５

０万円、多分これとこれを合わせたものの分だろうと思いますけども、これは町民セン

ターの空調設備が必要なくなったのか、それとも、一応入札か何かで出したけど通らな

かった、不調に終わった、そういうようなことなのか、その辺のところをお聞きします。

それと、１０ページのところの１８節の負担金補助及び交付金のところで、負担金が

１９万０００円の減額になっていて、ＤＸ推進リーダー研修ってなっております。こ

れ当初予算が２０万０００円だったと思います。ということは、このリーダー研修は

全く必要ない、行われなかったということだと思いますが、その辺はなぜ行われなかっ

たのかっていうことをお聞きしたいです。

それと、もう１点ですが、１９ページの農林水産のほうの４目畜産業費のところの１

８節負担金のところで、１０万０００円の減額がありますが、これはそのまま新温泉

町子牛流死産互助共済事業の分の減額なんでしょうか。そしたら、これ、８１万００

０円が当初予算だったと思います。これ、素直に１００円で割ったら７４０頭分で最

初出されていたもんだと思いますが、１０万０００円、１００円では多分割れなか

ったので、その辺のところが今までの考え方とちょっと違うのかなと思ったので、その

辺のところをお聞きしたいと思います。

それと、繰越明許費の考え方なんですけども、ここまで事業をやって、事業費に、先

ほどの分もお聞きしたんですけども、釜屋ですよね、あっ、釜屋じゃないか。そこのと

ころで、ここまではやりました、残りの金額が繰越明許費として上がるもんなんでしょ
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うか。そこのところだけちょっとお聞きしたいです。

○議長（池田 宜広君） 小谷総合支所長。

○温泉総合支所長（小谷 豊君） 私のほうからは、ケーブルテレビの関係と町民セン

ターの空調の関係を先に答弁させていただきます。

ケーブルテレビの支障移転補償費の関係は、国県の道路改良等でケーブルテレビの自

営柱が立ってた場合、その移転の工事を補償していただけますので、そういうものを見

込んでおりましたけども、そういった工事がなかったということで、このたび落とさせ

ていただいたということです。

あと、町民センターの空調の関係は、一応町民センターは、全体をするような設備で

はなくて、室外機があって、室内機があってというような、そういった設備でございま

す。既に不具合が生じているものや、そういうものがございまして、予算の段階では、

一応１階のフロアと建築年度の同じようなものを中心に広く改修するというような予定

で予算化を組んでおりましたけども、現状、生かせる配管等、設計の段階で生かしてい

けるではないかというようなところで、もともとの工事のボリュームが少し少なくなり

ましたので、そのところから当初予算に比べて必要でなくなった設計、あるいは工事の

箇所が減になったということで、このたび減額をさせていただくものでございます。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） まず、歳入でございます。但馬牛研修センター使用者

光熱水費の減額補正でございますが、但馬牛研修センターからアパート牛舎のほうに利

用者の方が移られましたので、これが利用者ごとでちょっと移るタイミングは異なるん

ですけども、７月から８月に分けて移動されたということで、それ以降の光熱費負担が

発生しなくなったということで、２０万円の減額をしております。

それと、１９ページ、子牛流死産の負担金の減額補正でございます。当初７４０頭分

を見込んでおりましたが、加入実績として６４３頭ということで、９７頭分、負担金の

支払いが減っております。１頭当たり１００円ということで、１０万７００円、１

０万０００円の減額ということで、減額補正をしているところでございます。

○議長（池田 宜広君） 水田企画課長。

○企画課長（水田 賢治君） １０ページ、５目企画費の１８節負担金補助及び交付金で、

ＤＸ推進リーダー研修の負担金のことで御質問いただきました。

令和６年度の新規事業としまして、庁舎内でＤＸ推進リーダーをつくりたいというこ

とで始めた中で、庁外のいろんな、国などが実施をしております研修にそのメンバー、

１０人いるんですが、１０人のメンバーを研修を受講させるための負担金を計上させて

いただきました。

結果的に、庁舎内の中でいろんなＤＸの提案をする研修の成果は出ておりますけれど

も、ここで上げてます負担金、庁外のいろんな研修会につきましては残念ながら１名の

参加ということで、東京の研修に参加したのが実績となってしまいまして、不用額とな
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りましたので今回補正をさせていただくものでございます。

○議長（池田 宜広君） 中井総務課長。

○総務課長（中井 勇人君） 繰越明許費の御質問をいただきました。

常日頃から議員御指摘されますように、当然ながら現年予算で計上したものは現年で

事業が終了するようにという御指摘をいただいております。そういった中で、年度内に

事業が完了しないもの、通常、原則に反する部分、予定外の事情によってどうしても年

度内に事業が完了しないものということで明許繰越しという制度がございます。

その中で金額の設定についてでございますが、当然ながらその年度内に事業執行すべ

き事業費、その中からその年度内に執行すべきものを除いた額を限度額として設定する

という中で、執行見込みが、予算を組み立てる時期とこの３月の審議をいただく時期と

若干タイムラグがございますので、実際には年度内である程度、８割事業が執行し、２

割の繰越しで済むというケースもございますが、あくまで限度額という考え方の中で、

例えば６割の執行も考えられるという場合には、４割を繰越しのこの金額として設定し

てるものもございます。よく御指摘いただきます未契約の場合もございますので、そう

いったものは全額予算として繰越しをさせていただいておりますので、あくまで限度額

ということで御理解いただけたらと思います。

ですので、この金額そのものがイコールではないという場合もあり得るということは

御理解いただきたいと思います。

○議員（４番 米田 雅代君） ほかにおられないんですかね。ちょっとまとまらなくて

すみません。

○議長（池田 宜広君） そのほか。

３番、澤田俊之君。

○議員（３番 澤田 俊之君） 今の繰越明許の御説明をいただきました。ということで、

まず最初に７ページの関係で、第２表、３款民生費、２項児童福祉費ということで、大

庭認定こども園耐震補強改修事業ということで、繰越しの金額が上がっております。こ

れ当初予算は幾らだったんでしょうかね。そこの確認をさせていただきたいと思います。

途中変更された、ちょっと調べたんですけども、よく追えなかったんで、当初予算、そ

れから変更がありましたら途中の変更、そしてこの金額という経過の御説明をいただき

たいなと思います。

次に、１４ページ、３款１項４目老人福祉費で、報酬のとこで会計年度任用職員報酬

の減、それから１５ページ、認定こども園、ここも会計年度任用職員報酬減額、それか

ら１６ページ、保健衛生総務費の、ここも会計年度任用職員報酬費減額、それから教育

費で、２７ページ、１０款事務局で、これも会計年度任用職員報酬減額いうことで、そ

の次の２８ページも会計年度任用職員報酬減額ということで、ほかのところもそうなん

ですけども、会計年度、当初計画された職員採用されてなくて事業推進されてるんです

ね。本当にこれで事業が推進されてるんかな。逆に職員の管理、どういうふうになされ
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てるんかなって。以前からその辺の御質問させていただいてますけども、これだけの会

計年度任用職員の費用減というのは通常考えられないんですけど、その辺の考え方をど

ういう、捉えておられるかをお聞きします。

○議長（池田 宜広君） 樹岡こども教育課参事。

○こども教育課参事（樹岡 正宏君） 大庭認定こども園についての御質問に回答させて

いただきます。

当初予算はゼロ円、その後、６月補正で４００万円を計上しております。以上です。

○議長（池田 宜広君） 中井総務課長。

○総務課長（中井 勇人君） 会計年度任用職員の減額のところでの体制の御指摘をいた

だきました。

当初予算組む段階では、それぞれ各課からの要求に基づき、必要性を判断した上で予

算を計上しております。当初に募集をする段階で定員に満たない、定数に満たない特殊

業務等々、なかなか再募集しても人が集まらないという職種もございます。そういった

中で、それぞれの部署、現状業務に支障が出ない範囲でのそれぞれやりくりをしていた

だいてるわけですけども、よりよいサービスを提供するという部分ではなかなか現状を

維持するのが精いっぱい、確保することによってこれまでの町政の課題を解決し、前に

進めたいという思いの中で募集をしてる職種もあるわけですが、なかなかそこに対応で

きない、現状維持が精いっぱいというようなところが現状でございます。

そういったところの中で、今後、このたびはこういった減額になりました。新年度も

それなりの要求をしておりますけども、同様なことが生じることも想定は十分できます

けども、そこの部分につきましては鋭意努力しながら、いろんな考えも持ちながら対応

していきたいと考えております。

○議長（池田 宜広君） ３番、澤田俊之君。

○議員（３番 澤田 俊之君） 総務課長の立場ではそれ以上は多分言えないと思います。

これに関しては副町長、前から職場環境の話でいろいろと御提案もさせていただいたり、

いろんなお話をさせていただいている中で、これ、こういう状況だということの認識を

どのようにお持ちで、今後対策をどういうふうな、町全体としてどういうふうにされる

かっていうことだけお聞きさせていただきたいと思います。

○議長（池田 宜広君） 西村副町長。

○副町長（西村 徹君） 今、総務課長のほうからもありましたように、この労働市場

というところを考えますと、なかなか職員確保ということが非常に難しくなってきてい

ると。それは会計年度任用職員だけではなくて、正職員についても非常に倍率が下がっ

てきている。地方公務員の自治体のこの倍率が下がってきているということにつきまし

ては、やはり私、よく申し上げますのは、働きがいと働きやすさ、この２つが重要であ

ると思っておりますので、できるだけこの労働市場というのは非常に、これは全国的な

業種におきましても同様のことが言えるわけですけども、そういった中でいかに魅力あ
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る自治体に、自治体業務というものになれるかということが重要ではないかというふう

に考えております。

○議長（池田 宜広君） ３番、澤田俊之君。

○議員（３番 澤田 俊之君） いつも同じような御回答いただいてます。ですから、環

境整備に対するものをしっかりと持たないと、今、公務員って、言葉悪いですけども、

ブラック企業だといって一般社会では言われてるんですね。ですから、ちゃんとその辺

は、副町長がしっかりとその辺を理解して職場環境をよくしていく予算をしていただき

たいなと思います。今回はこれであれですけども、また新年度でしっかりと議論させて

いただきたいと思います。

○議長（池田 宜広君） 西村副町長。

○副町長（西村 徹君） 今回の条例改正等の議案にもありましたけれども、会計年度

任用職員に地域手当、あるいは勤勉手当の支給ということで、処遇におきましては非常

に処遇改善を行ってきているというところではございますけれども、そうであっても非

常に確保というものについては実態難しい状況があるということでございますけれども、

魅力ある職場ということに取り組んでいきたいと思っております。

○議長（池田 宜広君） そのほか。

４番、米田雅代君。

○議員（４番 米田 雅代君） 先ほどはありがとうございました。

では、町民センターの施設費のことに関してですが、先ほどのお話でしたら、要する

に今々は必要がないから今必要な分だけはやりましたと。それで、その他の部分は何と

かやっていけるでしょうっていうことでの認識でよろしいでしょうか。

それとともに、先ほどの但馬牛研修センター使用者の件ですが、そこを使っておられ

た方がアパート牛舎に移られたということになってきたら、この但馬牛研修センターっ

ていうのは要らない、必要がないっていうことなんでしょうか。それとも、またここを

新たに使ってもらうようなことを考えていくというような考え方でいいんでしょうか。

それと、ちょっと先ほどの質問にプラスなんですが、９ページのところの総務費のと

ころの１目の一般管理費のところで、一般職給料でお一人減になっておりまして、給料

として１６６万０００円減額されているっていうことは、これは途中で離職されたと

いうことだと思いますが、どのような理由でっていったらおかしいですけども、この辺

のところは先ほどの副町長の働きやすさと働きがいっていうふうなところの中で、どち

らともに関わり合いを持つのか、その辺のところをどのように課長、捉えられてるのか、

その辺のところを教えてください。

取りあえず以上で、すみません。

○議長（池田 宜広君） 原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） 但馬牛研修センターの利用状況といいますか、今後の

見込みについて御説明をさせていただきます。
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昨年７月にアパート牛舎のほうに研修センター御利用されてた農家が移られまして、

今現在利用がない状況でございます。新規就農者の研修センター、畜産業のノウハウを

学んでいただくための施設として運営してるわけですが、今現在利用していただく方の

確定的な予定というのはございません。ただ、いろんな情報がございまして、利用した

いんだけどというような問合せもいただいてるとこでございますので、今後も利用につ

いて広く周知して、継続的に利用いただけるように働きかけていきたいと考えておりま

す。

○議長（池田 宜広君） 小谷総合支所長。

○温泉総合支所長（小谷 豊君） 少し補足もしながら答弁させていただきます。

設計をする段階で配管等の使用できそうなもの、そういうものについては取りあえず

使っていくというような設計で工事に向かわせていただいて、最終までにそういうもの

が使えたことで事業費を抑えたというのが一つでございますし、今のところ不具合のあ

る機械につきましては全て交換をいたしましたので、当面何らかの原因で故障しなけれ

ば不具合はない、そのまま管として冷暖房を使っていただけるということでございます。

○議長（池田 宜広君） 中井総務課長。

○総務課長（中井 勇人君） ９ページの一般管理費、職員１名減の件です。

これにつきましては、総務課に所属しておりました病気休暇の職員が年度途中で退職

をされました。それぞれ事情はあります。体調的には元気にはなりつつありながらも、

役場での復帰は困難という中での本人の選択でございますので、現状、役場の環境がど

うこうということではないというふうに理解をしております。

○議長（池田 宜広君） ４番、米田雅代君。

○議員（４番 米田 雅代君） すみません、使える配管は使ってっていうような今おっ

しゃり方をしていただきましたけど、当初見込んでいた額と、流したというか不用にな

った額との差があまりにも大き過ぎて、私は非常に今の説明でもちょっと首をかしげて

しまいます。

それとともに、今の総務課長の、病気で長いこと休まれて、それで総務課のほうにく

ら替えといったらおかしいですけども、籍を置かれて、その後でどうしても復帰ができ

ないっていう話の中で退職っていう道を選ばれたっていうふうに解釈をしたんですが、

病気になられるところの過程の中で何とかやりようがなかったのかなっていう思いの中、

それで先ほど副町長が言われた働きがいであるだとか働きやすさだとか、そういったも

のをもう一度考えていただいて、体制というものを考えていく必要があるんではないの

かなと思っております。

それと、１０ページのＤＸ推進リーダー研修のほうで、せっかく予算を立てられて、

その予算のほうを使わないっていうことは、特に外に出て研修されるっていうことは非

常に意味のあることだと思いますので、せっかくつけた予算ですので何とか、課のほう

もお忙しいとは思いますが、できたら、そういうふうに研修をしようっていうふうに思
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われるんであれば、できるだけ達成をするような形でしていくほうが、長い目で見たと

きに非常にそれがプラスになるのではないのかなと思います。

それと、緑の少年団の何かあったと思うんですけど、すみません、７ページの雑入の

ところで、緑の少年団活動費助成金っていうところで、１０万０００円減額されてお

ります。これは当初は２６万０００円でした。ということは、助成金ですので、多分

いろんな、こういうことをしよう、ああいうことをしようっていうような形の中で計画

を立てられていって、その分でされたと思うんですが、そういったところの中で、じゃ

あ、何のために計画を立てて、それをしていこうって予算立てをしていくのかっていう

部分の中で、できたら、細かいことですけども、そういったところから、何のために予

算を立てた、そのためにじゃあ何をしていくのかっていうことは、やはりもう一度全般

的に考えていただけたらなと思います。以上です。

○議長（池田 宜広君） 小谷総合支所長。

○温泉総合支所長（小谷 豊君） 結果的に大きな予算の中での執行が小さくなったと

いうことでございますけども、当初の見積りを取っていく中で、先ほど言ったように最

大マックスのところでの予算化をさせていただいたということで、精査していく中で小

さい設計でくくって、工事に向かってもし不具合が先ほど言ったようにあれば、配管の

取替え等があってより大きな工事費になったということでございますので、実績として

ちょっと工事費の不用が多くなったということで御理解いただきたいと思います。

○議長（池田 宜広君） 水田企画課長。

○企画課長（水田 賢治君） ＤＸ推進リーダー研修の件でございます。

議員おっしゃるように、このＤＸ推進リーダーを伸ばすためにはいろんな研修に参加

をすべきということで予算計上させていただきました。研修の案内があるたびに参加メ

ンバーには周知をして参加を促したわけですけれども、先ほどおっしゃってたとおり、

やはり手元の仕事が忙しいこと、それから東京なり大阪なりの研修はやはり２泊３日と

か１週間程度、長い研修が多いということ、それからメンバーが、主事級が非常に若い

メンバーが多いということもあって、なかなかこっちの研修のほうを優先をして参加し

ていただきにくかったというのが理由かなというふうに判断してます。

新年度もこの推進リーダー、続けていきますので、令和７年度につきましてはもっと

職場の理解もいただきながら進めていきたいと思っております。

○議長（池田 宜広君） 中井総務課長。

○総務課長（中井 勇人君） 職員の職場環境、特にメンタルにおきましては、職員研修

を通じて、全職員を対象としてメンタル研修も実施しております。まずはセルフケア、

個人が対応する、プラス職場での対応、対策という中で、それぞれが意識をしながら対

応を進めているところではありますけども、なかなか現状、全国的に見ましても病気休

暇、病気休職となる職員の数も一定数ございます。

率からしますと、本町におきましてはそれほど全国並みにまではいっていないという
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ところはございますけども、ただ、現状、数人、毎年１人２人はメンタル不調を起こす

という実態もございます。それをいかにゼロにしていくかということも目標に掲げてお

りますし、職場の中でお互いが思いやりを持って仕事を進めていくということも必要だ

という中で、管理職会議を通じて、どうすればこういった不調が起きないようにできる

のかということも考えていきながら進めております。なかなか結果は出ておりませんけ

ども、新年度に向けて予算の話になりますけども、何らかの対応をしたいということで

予算も計上しておりますので、今後につきましては現状を何らかの形で対策を講じれれ

ばと考えております。

○議長（池田 宜広君） 暫時休憩します。

午後２時５２分休憩

午後２時５２分再開

○議長（池田 宜広君） 再開いたします。

そのほか。

６番、森田善幸君。

○議員（６番 森田 善幸君） ちょっと細かいことですが、５点ほど質問させていただ

きます。

まず、１５ページの３款２項１目、同僚議員もいろいろ、未採用とかの質問されたん

ですが、その中で児童福祉総務費の１節の報酬のところで未採用ということでしたけど、

この職種はどういうものであったか、お尋ねします。

それから、ちょっと順番がいろいろ変わりますけど、２７ページの１０款１項２目事

務局費の１７節の備品購入費ですけど、スクールバスの受注停止のための減額というこ

とですけど、こちらの受注停止の理由をお尋ねします。

それから、ちょっとまた上がって４ページ、１６款２項２目民生費の県補助金の地域

介護拠点整備施設事業補助金、これが１７７万円減額されて、事業者の取下げという

ふうに書いてあるんですけど、その取り下げた理由を教えてください。

それから、１４ページの３款１項１目社会福祉総務費の１８節の補助金ですが、グル

ープホームの開設に関する部分の減額ですけど、これのちょっと説明をお願いします。

それから、１７ページ、４款１項２目１２節予防費の委託料の事業委託料で、５２

０万円の減額ですが、産後ケア事業と予防接種事業の合計でこれだけの減額ということ

ですけど、大体それぞれ幾らぐらいかということと、予防接種事業については何の予防

接種による減額なのか、お尋ねします。以上です。

○議長（池田 宜広君） 松本福祉課長。

○福祉課長（松本 晃君） 福祉課のほうで、まず２点ございます。

歳入、５ページの地域介護拠点整備事業の減額ですけれども、減額、取下げの理由で

ございます。正式にははっきりこういったことでということではないんですけれども、
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事業実施に当たって事業者から、人的な確保が困難という理由で今年度での整備という

ふうなことが難しくなったというところでの理由を聞いてございます。

次に、１４ページ、歳出でございます。１４ページになります。社会福祉総務費、負

担金補助及び交付金の補助金のグループホーム関連でございます。２つ、障害者グルー

プホーム新規開設推進事業と障害者グループホーム新規開設サポート事業の２つの減額

でございますが、１つ目の新規開設推進事業としましては、０００万円予算計上して

おります。中身としては、新築ではなくて改築２件を予定、５００万円が条件ですの

で、２件分を予定しておりましたけれども、実施に向かえたのが１事業者の改築分とい

うことで、その残額を減額補正するものでございます。

また、その事業者においても、県の補助を受けながら、備品購入費であったりですと

か、賃貸物件であれば入居に係る費用の助成もあるんですけれども、今回の１件助成が

あったところは借入れでなくて購入であるので、まずそこは当たらないということ。そ

れから、もう一つ、備品購入費については、対象にはなるんですけれども、事業所のほ

うからこの補助を活用しての申請はしないというふうなことがありましたので、この２

点目のグループホーム新規開設サポート事業については全額を減額をさせてもらったと

いうふうな経過でございます。以上です。

○議長（池田 宜広君） 朝野健康課長。

○健康課長（朝野 繁君） ４款１項２目予防費の事業委託料の減額についてでござい

ます。

まず、産後ケア事業につきましては、実績を見込みまして６０万円の減額とさせてい

ただいております。

予防接種事業につきましては、主には新型コロナワクチン接種でございます。合計で

４６０万円の減額のうち、３６０万円が新型コロナワクチンの接種ということで、

その他につきましては全体的な定期接種、予防接種業務の事業委託の減額を全体で見込

んだものということになります。以上です。

○議長（池田 宜広君） 樹岡こども教育課参事。

○こども教育課参事（樹岡 正宏君） それでは、２７ページ、車両購入費についての御

質問にお答えをさせていただきます。

購入予定車両に関する会社の不正認証によりまして、メーカーの受注が止まってるた

め減額とさせていただいております。以上です。

○議長（池田 宜広君） 未採用の職種、ページ１５。

続けて。

○こども教育課参事（樹岡 正宏君） 未採用の職種につきましては、手持ちで資料を持

ち合わせておりませんので、調べ次第、回答をさせていただきます。以上です。

○議長（池田 宜広君） ６番、森田善幸君。

○議員（６番 森田 善幸君） まず、そしたら、スクールバスの件ですが、これは、で
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も必要ですから予算計上したということなんでしょうけど、じゃあ停止に、購入ができ

なくなったことによる弊害の解消のためにはどのようなことをされたのか、来年度また

予算計上されるのか、その辺りをちょっとお尋ねします。

それから、福祉課の、事業者のほうから取り下げたということで、人的な確保が困難

ということですが、これについても例えば次年度、人的な確保ができるようになって、

また補助の申請があった場合は対応されるのか、その辺りをお願いします。以上です。

○議長（池田 宜広君） 樹岡こども教育課参事。

○こども教育課参事（樹岡 正宏君） スクールバスにつきましては、必要な車両であり

ますので、こういう状況ではありますけども、引き続き来年度、予算計上させていただ

きたいと考えております。以上です。

○議長（池田 宜広君） 松本福祉課長。

○福祉課長（松本 晃君） 地域拠点整備事業についてでございます。

次年度の予定としまして、現時点ではその事業者から整えば向かいたいという明確な

意見まではいただいてないのが現状です。ということで、当初予算での計上ということ

は控えさせていただきました。条件が整えばというふうには、また県のほうで計画書等

の期限もございますので、その辺りのところはまた時期を逸しないようにはしたいとい

うふうには考えてございます。

ただ、このサービス自体が、在宅の重度の高齢の方で、身体の介護、ホームヘルパー

等の身体介護であったりとか訪問看護、それを２４時間体制で提供するというのは、な

かなかニーズとしては、実態としては少ない部分がございます。そうした中で、ただ、

国、県等としてはこの事業を積極的に進めているというところもありますので、町とし

てもそういった事業者の意向等がまた出てきたときには対応を考えたいというふうには

考えております。今の時点でこの向かえなかったことによって大きな支障が生じている

ということではないというふうには考えております。（発言する者あり）

○議長（池田 宜広君） 後でいいか。（「はい」と呼ぶ者あり）

それでは、先ほどの米田雅代君への答弁を。

原農林水産課長。

○農林水産課長（原 憲一君） ７ページ、雑入の緑の少年団の活動費助成金の減額に

ついてでございますが、実績による減というふうに説明資料はなっておりますが、もと

もと緑の少年団の安全会の定める保険料ということで計上しておりましたが、学校が加

入しております保険のほうで対応が可能ということで、保険料のほうを不用額というこ

とで減額させていただいております。

○議長（池田 宜広君） 暫時休憩します。そのほか質問、この件ありますか。

じゃあ、もう休憩しましょう。

午後３時０３分休憩
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午後３時１３分再開

○議長（池田 宜広君） 休憩を閉じ、再開をいたします。

まず初めに、先ほどの森田善幸君の答弁をお願いをします。

樹岡こども教育課参事。

○こども教育課参事（樹岡 正宏君） それでは、１５ページにつきまして、会計年度任

用職員の未採用についての御質問に回答させていただきます。

今年度、児童クラブの運転手、放課後児童クラブの運転手１名が採用できておりませ

ん。対応としましては、こども教育課の職員が空いてる時間をいろいろ工面しながら対

応させていただきました。以上です。

○議長（池田 宜広君） いいですか。

○議員（６番 森田 善幸君） はい。

○議長（池田 宜広君） それでは、そのほか。

８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） １点だけお聞きします。もしかしたらどこかで説明され

たのかもしれませんが、一応資料にはなかったのでお聞きします。

６ページの財産売払収入が今回７７９万０００円補正されていますけども、この件

について御説明をお願いします。

○議長（池田 宜広君） 中井総務課長。

○総務課長（中井 勇人君） 収入の財産売払収入の不動産売払収入の関係でございます。

浜高の横にありました旧医師住宅の売却によるものです。

○議長（池田 宜広君） いいですか。

８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） これについては、売却の相手方を選定するに当たっての

経緯についても御説明いただけるでしょうか。

○議長（池田 宜広君） 中井総務課長。

○総務課長（中井 勇人君） 入札を行いまして、入札公告を１０月に実施し、申込期限

を１１月７日とし、入札を１１月１２日に行いました。１者から申込みがあり、入札を

実施し、最低売却価格以上でしたので落札したということでございます。

○議長（池田 宜広君） ８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） 入札される場合については、鑑定というのは手続を踏ま

なくていいものなのか、鑑定っていうのは予算にあって執行されたものなのか、ちょっ

と記憶にないので教えていただけるでしょうか。

○議長（池田 宜広君） 中井総務課長。

○総務課長（中井 勇人君） 鑑定につきましては令和５年に実施をしておりまして、令

和６年の時点では時点修正をし、競売にかけております。

○議員（８番 河越 忠志君） 分かりました。
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○議長（池田 宜広君） そのほか。

１３番、中井勝君。

○議員（１３番 中井 勝君） 総括みたいな感じで質疑したいと思います。

病児・病後児保育事業と大庭認定こども園の事業について、先日全協で報告をいただ

いたんですけども、本当に紙切れ１枚で、質疑のほうは補正予算のときでもしてくださ

いっていう話だったんでさせていただくんですけども、紙切れ１枚ではどういう経過で

っていうのが、ただ、予算が増えたからとかね。増えたんなら１割ぐらいかなと思って

見てたら、倍以上とかね。いや、どんな積算をしてたんかな、見積りがね。こんな甘い、

事業費でね、まあまあ、こども教育ばかりじゃないですよ、ほかの事業課でもですよ。

建物建てるのに、今までの経過から、二、三年見とったら０００万円増えたとか０

００万円増えたとかね。べらぼうな金額ですよ。もうちょっと事業推進に当たってしっ

かりと予算立て、裏も取って。これなんか見とったら、例えば改めて積算を行ったら予

算が全然足らんで倍以上になった。申請ができてなかった。申請なんか当たり前でしょ、

多分。当該部分については、担当課では技量が困難のため、外部に発注する。それ初め

からそうしてたらいいんじゃないですか。それを甘い何か考えで簡単に予算出して、ど

うにかぎりぎりで予算は通って、事業推進するんかなと思ったら、いよいよ向かったら

予算全然足りません。いや、こんなんだったら我が町の予算ってあってないようなもん

ですよ。

そこはしっかり裏取ってしていただかないと困ると思うんですけども、まずはその経

過について、病児・病後児はこういう状況で、こういうことで予算が全然足りないよう

になりました。いや、何か資材が高くなったっていう話ししてましたけど、資材は倍に

はなりませんよ。せいぜい３％、５％ですよ、二月、三月の間だったらと思うんですけ

どね。ぜひ、ぜひというよりは病児・病後児の関係、施設の事業推進、あと大庭認定の

設計の件、どういう理由で。いや、言っときますけど、事業費が急に上がったからって

いうような話は通る話じゃないんで、それを踏まえてぜひ答弁をお願いしたいと思いま

す。

○議長（池田 宜広君） 山本教育長。

○教育長（山本 真君） まず、病児・病後児の件ですけれども、当初予算額の２０

０万円という額を出させていただいた経緯については、確かにかなりいいかげんな額だ

ったというふうな御指摘をいただいても仕方のないぐらい乖離してしまいました。それ

は、ただ、当課が勝手に予算を立てたのではなくて、その道のある程度専門的な方に、

こういった格好で今回こういったものをしたいんだということでお願いをしたわけです

けれども、その金額が十分でなかったのかも分かりません。ある程度、専門的な立場の

方のアドバイスをいただいて、そして出させていただいたっていうことはあります。

これについて、そこにも記載をさせていただいておりますけれども、当初予定してい

た土地から、道路に面するところに、福祉のまちづくり条例の必ずスロープをつけなけ
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ればならないという、そういった指摘を受けまして、急遽それを積算しましたら、４０

メーターぐらいのスロープをつけなくてはならないというような状況に相なってしまい

ました。そういった面で、もちろん資材の高騰等はあるんですけれども、その辺りでか

なり大きな額が出たように聞いております。

それから、大庭認定こども園につきましては、なかなか思うような金額が出せなかっ

たことが現在、今を招いているわけでございますけれども、ある程度基本設計の中で積

算をしていただいて出させていただいた金額が４億０００万円という、お示しした額

だったわけでございますけれども、最初の出だしから、先ほど議員から御指摘ありまし

たように、仮設園舎については当課が設計をやっていくっていうようなことをお伝えし

ました。そこら辺については、実際やってみるとなかなか専門的な立場の職員等もいな

いっていう中で、難しい。仮設園舎についても、随分と当初想定しておりました額より

大きな額を耳に入れていただきましたんで、なかなかそれではお約束した４億０００

万円という中でできないのではないかっていうことから、いろんな方策を考えていった

んですけれども、やはり委員会の中でも議員から御指摘いただきました、代替案を示す

んではなくて、まず認められたことに対してきちんと向き合えと。向き合った中でそれ

がどうしてそうなったのか、今御指摘ありましたような、なぜ金額がこんなに膨らんで

しまったのかというような原因をきちんと説明した上で、次のことに向かえというよう

な御指摘を委員会の中でもいただきましたので、当初いろんな代替案も考えて、それで

私の判断によって一時中断をさせてしまいましたので、当初もう一度元に返って議会で

お認めいただいた流れの中で、ぜひ大庭についてもきちんとした金額を出させていただ

いて、その上で議員の皆様方に御判断いただきたいと、そんなふうな流れで今やってい

ます。

御指摘のとおり、うちではもうできませんから外部委託にさせてくださいというよう

なことは、本当に恥ずかしいことではありますけれども、それが現実、今の当課の現状

でございますので、何とぞ御理解をいただいて、事業の推進に向けましてお力添えをい

ただけたらと思っています。

病児・病後児の２００万円という、当初お示しした額内で収めることをいろいろ考

えてまいりました。いろんな条件も変わりましたので、そこのクリニックのそばでなく

てもある程度開設できるということで、場所も選定しながらいろんな可能性も考えてき

たわけですけれども、今はそれはもう選択肢としてはここにお示ししてはいけなかった

んだなっていうことは十分自覚をしておりますので、まず８００万円という金額を御

判断いただくこと、それから大庭の認定こども園におきましても、何とか実施設計をさ

せていただいて、そこで出された金額を基に皆様方の御判断を仰ぎたい、そんなふうに

思っております。以上です。

○議長（池田 宜広君） １３番、中井勝君。

○議員（１３番 中井 勝君） ここに至ってどうこう言っても元には戻りませんけども、
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やっぱり立ち止まって、しっかりと足元を見詰めて、一からのスタートというか、ゼロ

ベースで考えてスタートし直してほしいなと思います。

こども教育課にかかわらず、各事業課でぜひそういうのを踏まえて、ちゃんと予算立

てするときにはしっかりと裏が取れるような状況で予算組みしてもらわんと、後から追

加で、補正で、いや、結局蓋開けたら大方倍になっちゃいましたなんていうのはもう通

る話じゃないというふうに思うんで、ぜひともそこらはしっかりと地に足のついたよう

な施策を打っていただきたいと思います。以上です。

○議長（池田 宜広君） 西村副町長。

○副町長（西村 徹君） 今、工事の積算の話が出たわけですけども、歳出予算の見積

りにつきましては、当初予算編成ということで、これにつきましては財務規則に基づい

て総務課長が各課に指示を、これは毎年しているところでございます。

その中で、普通建設事業費、補助事業費については、原則として概算設計書、見積書、

位置図、平面図等の参考資料を必ず添付することということを記載しております。

また、工事単価については、直近の実施単価を基準とすることということで、これに

ついては毎年予算編成についてはこのことを言ってるわけでございますので、今回のこ

とにつきましては、この辺のところが十分ではなかったということについては反省すべ

き事項であるというふうに思っておりますけども、そういった形で、財務規則に基づい

てそういった指示については毎年やってるということでございます。

○議長（池田 宜広君） 山本教育長。

○教育長（山本 真君） 中井議員が御指摘のとおり、しっかり立ち止まって、もう一

遍ちゃんと最初からきちんとやれというお叱りの言葉をいただきました。私はもともと

現場におりましたので、何かあったら次の次善の策を講じなあかんっていうのはやっぱ

り自分の今まで通ってきた道だったわけですけれども、なかなか行政的な手法っていう

のは私自身が十分理解をしてなかったというところがありまして、一つ議会でお認めい

ただいたことに対してはきっちりと最後までやり切れっていうことが行政の手法だって

いうふうにお聞きしました。

そういう中で、自分も一度は立ち止まっていろいろ考えたわけですけれども、繰越し

とかいろんなことになってしまいましたけれども、何とか当初お示ししましたものを最

後までやらせていただいて、そして先ほども申しましたように、そこで御判断いただい

て、私自身も立ち止まってきちんとその後を考えたいっていうふうに考えておりますの

で、何とか御理解をいただけたらと思います。以上です。

○議長（池田 宜広君） 西村副町長。

○副町長（西村 徹君） 私が先ほど申し上げましたのは病児・病後児の積算の部分の

話で今話をさせて、先ほどの総務課長担当通知というのはそういった意味で申し上げま

した。

大庭については、耐震の計画というものについては令和５年度から実施してきたもの
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でございます。昨年６月の補正予算の中で、仮園舎については校内、校外含めてそれは

必要であるということの中で、６月補正で御議決をいただいたものというふうに思って

おります。保護者についても、議決後に教育委員会主催の保護者の説明会の中で、仮園

舎への通園バスの経路等についても説明をしているというところでございます。

この事業につきましては、仮園舎設計の中で、仮園舎というものも一体のものである

と考えております。ですので、財源につきましても、緊急防災・減災事業債、いわゆる

緊防債が財源となっているところでありまして、改修と仮園舎を一体工事として財源充

当をしてるということでありますので、仮園舎についても同一の工事の中での事業とい

うふうな認識を持っております。

○議長（池田 宜広君） そのほか。ございませんね。

７番、浜田直子君。

○議員（７番 浜田 直子君） 確認ですけど、６月に補正予算通って、大庭認定こども

園の件ですが、設計を進めるということで設計進められてると思うんですけど、今仮園

舎に関しては見直し的な感じで、園舎自体はもう設計は進んでる予定というか……。

○議長（池田 宜広君） 浜田議員、何ページのどこの項目ですか。

○議員（７番 浜田 直子君） あっ、いえ、今の関連……（発言する者あり）

○議長（池田 宜広君） あっ、そうだ、ごめん。民教だ。

そのほか。ございませんね。

〔質疑なし〕

○議長（池田 宜広君） それでは、質疑を終結し、討論に入ります。

３番、澤田俊之君。

○議員（３番 澤田 俊之君） 本案に対する修正動議を提出します。

○議長（池田 宜広君） 暫時休憩をいたします。

午後３時３２分休憩

午後３時３３分再開

○議長（池田 宜広君） 再開いたします。

本案に対して、澤田俊之君外２名からお手元に配付いたしました修正の動議が提出を

されています。したがって、これを本案と併せて議題とし、提出者の説明を求めます。

３番、澤田俊之君。

○議員（３番 澤田 俊之君） 議案第２３号、令和６年度新温泉町一般会計補正予算

（第８号）に対する修正動議です。上記の動議を地方自治法第１１５条の３及び新温泉

町議会会議規則第１７条第２項の規定により、別紙の修正案を添えて提出いたします。

令和７年３月１２日提出。新温泉町議会議長、池田宜広様。発議者は、私、新温泉町

議会議員、澤田俊之、同じく西村龍平議員、同じく中井勝議員の３名です。

修正案は、次のページを見てください。修正内容は、第２表、繰越明許費の一部を次
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のように改めます。３款２項大庭認定こども園耐震補強改修事業の繰越明許費を００

０万円減額し、金額を２００万円に修正するものです。

提出理由について述べさせていただきます。大庭認定こども園に対するこれまでの当

局の動きを振り返りますと、平成３１年に耐震診断の結果が報告されました。しかし、

当局は浜坂認定こども園関係の事業を中心に推進してまいっております。そんな中、耐

震診断から６年余り経過した昨年６月に耐震化の名を借りた大規模改修案が示され、大

庭認定こども園耐震補強改修工事の事業が進められているところです。

この事業は、町全体の出生者数を五十数名とし、向こう５年間は大庭認定こども園の

園児数に大幅な減少はないことを基に計画したものだという説明を受けてきました。し

かし、現状を見ると、本年３月１０日現在の出生届者数は３９名、入園申込者数は４４

名と、当初見込みから大幅に減少しております。

また、事業費につきましては、４億０００万円という説明でありましたが、他の事

業を見てみますと、大幅な事業費の増額の修正案が多々見受けられるため、幾度となく

町長に対し事業費の総額の説明を求めても、人件費と物価上昇分の増額であるとの回答

しか得られておりません。そんな中、今年１月の民生教育常任委員会の中で、仮設園舎

の費用が当初計画より２倍から３倍になることが報告されました。このことは、当事業

の総額の費用が不明のまま事業が推進されることになります。

町全体の年間の出生者数が４０名を切るような現状の中では、浜坂、大庭認定こども

園の統合は避けて通れないように考えます。仮に百歩譲って２園を残すにしても、定員

数を見直した上で認定こども園の規模等を決めなければ無駄な投資になってしまうと考

えます。

また、本定例会において令和７年度予算の審議を行いますが、改修費用は計上されず、

補正予算で計上される計画となっております。何億もの事業を当初予算に計上せず審議

せよというのは、議会軽視ではないでしょうか。

以上のことから、本事業をもう一度しっかり議論する必要があるのではないでしょう

か。幸いにも今年には町長選挙、町議会選挙があります。この選挙でしっかりと町民の

皆さんの御意見をお聞きし、この町の子育て支援の核となる認定こども園をつくってい

くべきです。こども園は町の将来に関わるといっても過言ではありません。当局も議員

もいま一度立ち止まって、よりよいこども園をつくるために皆さんの御賛同をよろしく

お願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから修正案に対する質疑を行います。提出者に対する質疑がありましたらお願い

をいたします。ございませんか。

８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） 修正案では、繰越明許の２００万円が０００万円減

って２００万円にということで、私は、現在進められてきた設計の部分は大幅な改良等
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は含んでおります。実際に私たちが、少なくとも私が想定してた、また求めてきた耐震

補強は必要だという部分について、この２００万円というのはそれに該当する部分をち

ゃんと整理し直せば、耐震改修の、要は耐震補強の実施設計が完了するよという意味合

いでの２００万円だというふうに理解してますけれども、そういった理解でよろしいで

しょうか。

○議長（池田 宜広君） ３番、澤田俊之君。

○議員（３番 澤田 俊之君） 基本的に繰越明許というのは、本事業に対する予算であ

ります。内容について修正者が踏み込めない部分があります。ということですんで、実

質上は、その辺に関してはこの提案の中に踏み込めないということで御理解をいただき

たいと思います。

○議員（８番 河越 忠志君） 分かりました。

○議長（池田 宜広君） ７番、浜田直子君。

○議員（７番 浜田 直子君） 今回のこの修正案ですが、耐震だけして改修は認められ

ないというような御意見なんでしょうか。

それと、事業は進んでいて、もう既に設計をされてる、設計ができてるというか、園

舎に関しての設計はもう当時から進んでるはずなので、そういったような経費について

はどのようにお考えでしょうか。

○議長（池田 宜広君） ３番、澤田俊之君。

○議員（３番 澤田 俊之君） 耐震改修、その辺に関して、先ほど言いましたように、

当局側の事業推進の中まで把握しておりません。ただ、今までにかかった経費とか、そ

ういう支払い義務が生じるものは残させていただいてるつもりです。ですから、設計が

できてる、できてない、そういうものじゃなくて、本修正案の定義は、１回みんなで立

ち止まって、この町にとってどういうこども園がいいのか、当局もそうですし、議員の

皆様もそうですし、いま一度立ち止まって白紙にしてしっかりと議論して、この町にと

って何がいいこども園かをしていただきたいという思いの修正案です。

○議長（池田 宜広君） ７番、浜田直子君。

○議員（７番 浜田 直子君） でも、実際、その金額で、本当に今もお願いしてます、

お願いしてる設計料がいけるのでしょうか。

また、立ち止まってといいますが、もう十分立ち止まるどころか本当に遅い、もう子

供たちの命、安全、皆さんがよく言ってる命、安全、そういったことを含めば、もう今

は一刻も早く耐震にかかるべきだと思います。行政はそういったとこも当然考えておら

れると思いますし、私たちの子供を守るためには、そのように、このお金を節約してい

る、子供たちのために、子供のためのお金は未来への投資であるとよく言われます。こ

んなに減らして、次の手をどういうふうに検討していかれるつもりなんでしょうか。

○議長（池田 宜広君） ３番、澤田俊之君。

○議員（３番 澤田 俊之君） 個人的な話になります。私は大庭地区の住民であります。
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その辺の耐震化の話は当然、私、批判を受けると思っております。しかしながら、この

件に関しては、当選直後に大庭の耐震化という話は一般質問でさせていただいておりま

す。そして、今も言いましたように、当局は６年間放ってたんですよ、６年間の間。浜

坂認定こども園だ、浜坂認定こども園だっていって、大庭は放ったらかしだったんじゃ

ないですか。その中で、やっと動き出した。だから、今、１回立ち止まってしっかりと

子供たちのことを考えましょうっていう修正動議です。

○議長（池田 宜広君） そのほかございませんか。

１４番、中井次郎君。

○議員（１４番 中井 次郎君） 私は、仮園舎を含めた大庭認定こども園耐震補強と改修

計画の設計及び仮設園舎の設計を直ちに行うべきだと考えています。先日の民生教育常

任委員会も全員一致でそういう方向を出したわけであります。はっきりした、そういう

これまでの担当課のいろいろと問題点があることは同僚議員が指摘したとこであります

が、設計監理の計画を進めなければ何も先には進まないと思います。その上で、取り組

むべきだと思います。以上です。

○議長（池田 宜広君） どうぞ、３番、澤田俊之君。

○議員（３番 澤田 俊之君） 今言われたような経過も承知しております。ですから、

半年間先に延ばしましょうよ。選挙があるじゃないですか。そのときに民意をちゃんと

聞いて、立ち止まって、それから向かいましょうよっていうことです。先に進めないと

いう話ではありません。１回立ち止まってしっかりみんなで考えましょうということで

す。ですから、民生教育常任委員会の皆さんにも、この点だけはしっかりと御理解いた

だいて、御検討いただき、御賛同をいただきたいなと思っております。

○議長（池田 宜広君） そのほかございませんか。ございませんね。

〔質疑なし〕

○議長（池田 宜広君） それでは、質疑を終結いたします。澤田議員、御苦労さまでし

た。

暫時休憩をいたします。

午後３時４７分休憩

午後３時４８分再開

○議長（池田 宜広君） 再開いたします。

これから討論に入ります。討論はございませんか。

討論ありですね。

まず、原案に対する賛成者の発言を許可いたします。

１４番、中井次郎君。

○議員（１４番 中井 次郎君） それでは、私は、原案に賛成の立場で討論をいたします。

仮園舎を含めた大庭認定こども園の耐震補強改修計画の設計及び仮設園舎の設計完了
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後、工事費の総額を提示すると当局は言ってるわけであります。提案者の中でお話がご

ざいましたが、５か月、要は選挙を見越しての話だと思いますけども、そのことで果た

して先行きがなるのかどうなのか、それも疑問な点であります。

私は、今現在の議員の責務として、この、いわゆるきちんと外部の方に設計の金額を

示していただき、内容的なものを示していただく中で、一定の方向を示して、それを例

えば選挙なら選挙できちんとどういう審判を下されるかを含めてやらなければ、もう今、

話が先行き行かない。皆さんが、澤田議員と同じ意見もあるし、しかしながら、別な意

見もありましてね。本当に何か大きな金額だからどうとかこうとか、統合するべきだ、

いや、そうではないよという話が今出てるんです。これをやっぱりきちんと基準を示さ

なければ、それぐらいは我々の現の議員の私は責任だと思うからであります。以上であ

ります。

○議長（池田 宜広君） 次に、原案に対する反対者の発言を許可いたします。ございま

せんね。

〔反対討論なし〕

○議長（池田 宜広君） 次に、修正案に対する賛成者の発言を許可いたします。

２番、西村龍平君。

○議員（２番 西村 龍平君） それでは、修正案に賛成の立場から発言をさせていただ

きます。

私の一般質問でも申し上げましたけども、生まれてくる子供の数を、理想ではなく現

状を直視し、浜坂地区のこども園を２園とも改装するのではなく、誇るべき機能を兼ね

備えた統合園の構想に着手すべきだと思います。小学校の在り方も含めた子供教育全般

に関しても、町長との間には大きな乖離がありますが、私は話を伺った町民の９０％以

上の方は、統合案に賛同をいただいてます。その声を町長及び執行部に訴え、軌道修正

していくことは、町民を代表する議員の最も大事な役目だと思っております。よって、

浜坂地区のこども園統合を目指し、設計業務を凍結させるため、予算の次年度繰越しに

反対いたします。

また、最後に、当時の観測の最大震度６を記録した２つの地震、鳥取地震から８２年、

北但馬地震から今年で１００年、明日にも来る可能性のある大地震に向けて、大庭こど

も園の耐震補強工事だけを早急に実施していただきたい旨を、補正を検討の上、提示し

ていただきたいと考えております。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 元に戻ります。

原案に対する賛成者の発言を許可いたします。

７番、浜田直子君。

○議員（７番 浜田 直子君） 原案に対する賛成の意見を述べさせていただきます。

この大庭認定こども園は、御存じのとおり、５０年近くたっております。もう既に、
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お父さん、お母さんはもちろんですが、おじいちゃん、おばあちゃんも通っていたとい

う、歴史あるというか、老朽化も激しくなっております。当然ですが、耐震化、このよ

うに危険と言われていますが、放っていたわけではなく、新築を希望されてたと思いま

す。そうした中で、どうしても進まなかったので、まず耐震をということで耐震にかか

ることになったのではないかと認識しております。

そうした中で、やはり子供の命を守るためには早く耐震をするべき、そして当然子供

たちの喜ぶ園舎、造られた当時は保育所でした。御存じの方も多いと思うんですけど、

保育所でした。今のこども園というのは大変、新しい園舎を何園か見させていただきま

したが、とても工夫されていて、本当に過ごしやすく楽しい環境になります。また、本

当に楽しい環境になれば、こども園がよくなって人口も増えてるところもあります。ま

ず、減ってはいますが、増やす努力のためにもこの園を改修し、快適な園舎生活を子供

たちに、保護者の皆さんにも安心して預けていただける園舎を造るというのがまず第一

ではないでしょうか。何かと心配の多い園舎で過ごすよりも、今は一刻も早く安全に子

供たちの命を守れる園舎を皆さんと一緒に造っていきたいと思います。

先日の委員会では、皆さん賛成で通った案でございます。何よりも皆さんと共に、耐

震だけではない、過ごしやすいいい園をつくり、そしてまた、この町のこれからを担う

子供たちに楽しい日々を送らせてあげたいと思います。どうぞ議員の皆様、よろしくお

願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 次に、原案に対する反対者の発言を許可いたします。ございま

せんね。

〔反対討論なし〕

○議長（池田 宜広君） 次に、修正案に対する賛成者の発言を許可いたします。

８番、河越忠志君。

○議員（８番 河越 忠志君） 修正案に対する賛成者の立場で発言をさせていただきま

す。

先ほど澤田議員の修正動議に対する質疑の中で、誤った御認識がありましたので、修

正する必要があると思い、やむなくここに立っています。今回、繰越明許で上げられた

２００万円になっても、既に契約されている金額については年度内に消化すれば全く問

題はありません。つまり、仮園舎を除いた部分については、費用は算出できます。また、

同じような形の中で、２００万円残せば、その方針によって仮設園舎の想定費用は算出、

十分にできます。つまり、想定費用は、今この補正がなされても、全く問題なく予算額

は出るわけです。立ち止まっても、何らバックするわけではないし、選択肢は増える。

そういった意味の中で、今、反対の意見の中にももうできなくなるという発言がありま

した。全くそれには該当しません。

ただ、私たちが求めていた大庭認定こども園が耐震強度が足りない、平成３１年の１

月にそれが分かりました。３月には耐震補強の計画が認定されました。しかし、それ以
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降、何度も大庭についての構造的安心を確保すべきだということについては、澤田議員

が今発信されたように、実際には令和５年度３月に提案があった。大庭も浜坂も耐震、

あるいは改修をやるという計画、しかも工事としては浜坂が先、仮設園舎は２億円。そ

れについては、議会が認めませんでした。その中で、今この修正がなされることは、選

択肢を狭めることでは全くない。しかし、誤ったお金の使い方をしないことを改めて考

えようという提起であると私は認識してます。

そういった意味の中で、町民に対して自信を持って判断できる議会であってほしいと、

そういうふうに思います。御賛同をよろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 元に戻ります。原案に対する賛成者の発言を許可いたします。

ございませんね。

〔賛成討論なし〕

○議長（池田 宜広君） 次に、原案に対する反対者の発言を許可いたします。ございま

せんね。

〔反対討論なし〕

○議長（池田 宜広君） 次に、修正案に対する賛成者の発言を許可いたします。ござい

ませんね。

〔賛成討論なし〕

○議長（池田 宜広君） これで討論を終わります。

暫時休憩をいたします。

午後４時０１分休憩

午後４時０１分再開

○議長（池田 宜広君） 再開いたします。

これから、採決に入ります。

まず、本案に対する澤田俊之君外２名から提出された修正案に対して採決を行います。

この採決は、起立によって行います。

本修正案に賛成の諸君の起立を求めます。

〔賛成者起立〕

○議長（池田 宜広君） 起立９名であります。よって、修正案は、可決をされました。

次に、ただいま修正議決した部分を除く原案について採決を行います。

この採決は、起立によって行います。

修正議決した部分を除く部分について、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起

立を求めます。

〔賛成者起立〕

○議長（池田 宜広君） 起立全員であります。よって、修正議決した部分を除く部分は、

原案のとおり可決をされました。
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暫時休憩をいたします。

午後４時０３分休憩

午後４時１４分再開

○議長（池田 宜広君） 再開をいたします。

ただいま休憩中に御協議をいただきましたとおり、議案第２４号から議案第２７号ま

での令和６年度特別会計及び公営企業会計４会計の補正予算につきましては、一括上程

をし、質疑、討論、採決は会計ごとに行います。

・ ・

日程第２６ 議案第２４号 から 日程第２９ 議案第２７号

○議長（池田 宜広君） 日程第２６、議案第２４号、令和６年度新温泉町国民健康保険

事業特別会計補正予算（第４号）について、日程第２７、議案第２５号、令和６年度新

温泉町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）について、日程第２８、議案第２６号、

令和６年度新温泉町浜坂地区残土処分場事業特別会計補正予算（第５号）について、日

程第２９、議案第２７号、令和６年度新温泉町公立浜坂病院事業会計補正予算（第４

号）についてを一括議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 議案第２４号、令和６年度新温泉町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第４号）についてから議案第２７号、令和６年度新温泉町公立浜坂病院事業

会計補正予算（第４号）についてまでにつきましては、それぞれ補正を行う必要が生じ

ましたので御提案を申し上げるものであります。

内容につきましては、休憩中、担当課長が説明を申し上げたとおりであります。よろ

しくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 内容につきましては、休憩中に担当課長から説明を受けており

ますので、これから質疑に入ります。

議案第２４号、令和６年度新温泉町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）に

ついて、これから質疑に入ります。質疑をお願いいたします。ございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。
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議案第２５号、令和６年度新温泉町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）につい

て、これから質疑に入ります。質疑をお願いいたします。ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 質疑を終結し、討論に入ります。討論はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

議案第２６号、令和６年度新温泉町浜坂地区残土処分場事業特別会計補正予算（第５

号）について、これから質疑に入ります。質疑をお願いします。ありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

議案第２７号、令和６年度新温泉町公立浜坂病院事業会計補正予算（第４号）につい

て、これから質疑に入ります。質疑をお願いします。ありませんね。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 質疑を終結し、討論に入ります。討論はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。

お諮りをいたします。本案を原案のとおり決定することに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本案は、原案のとおり可決をさ

れました。

・ ・

日程第３０ 議案第２８号

○議長（池田 宜広君） 日程第３０、議案第２８号、令和７年度新温泉町一般会計予算

についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案理由の説明は、去る２月２６日の本定例会の冒頭に施政

方針で明らかにされておりますので、省略をいたします。
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お諮りをいたします。ただいま議題となっております令和７年度新温泉町一般会計予

算については、予算特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思い

ますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本件については、予算特別委員

会を設置し、これに付託して審査することに決定をいたしました。

お諮りをいたします。予算特別委員会の選任については、委員会条例第８条第４項の

規定により、議長を除く１５名の委員を指名したいと思いますが、これに御異議ござい

ませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、予算特別委員会は、議長を除く

１５名の委員を選任することに決定をいたしました。

暫時休憩をいたします。

午後４時２０分休憩

午後４時２１分再開

○議長（池田 宜広君） 再開いたします。

次に、予算特別委員会の委員長及び副委員長の選任でありますが、委員会条例第９条

第２項の規定により、委員会において互選をするとなっております。

休憩中に互選をしていただいておりますので、御報告をいたします。

予算特別委員会委員長、１番、中村茂君、副委員長、８番、河越忠志君が選任をされ

ております。

予算特別委員会は、会期中に御審査をいただきますようお願いをいたします。

暫時休憩をいたします。

午後４時２２分休憩

午後４時２２分再開

○議長（池田 宜広君） 再開いたします。

ただいま休憩中に御協議をいただきましたとおり、令和７年度特別会計予算及び公営

企業会計予算の９会計につきましては、一括上程をいたします。

・ ・

日程第３１ 議案第２９号 から 日程第３９ 議案第３７号

○議長（池田 宜広君） 日程第３１、議案第２９号、令和７年度新温泉町国民健康保険

事業特別会計予算について、日程第３２、議案第３０号、令和７年度新温泉町後期高齢

者医療特別会計予算について、日程第３３、議案第３１号、令和７年度新温泉町介護保

険事業特別会計予算について、日程第３４、議案第３２号、令和７年度新温泉町浜坂地
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区残土処分場事業特別会計予算について、日程第３５、議案第３３号、令和７年度新温

泉町七釜温泉配湯事業特別会計予算について、日程第３６、議案第３４号、令和７年度

新温泉町浜坂温泉配湯事業会計予算について、日程第３７、議案第３５号、令和７年度

新温泉町水道事業会計予算について、日程第３８、議案第３６号、令和７年度新温泉町

下水道事業会計予算について、日程第３９、議案第３７号、令和７年度新温泉町公立浜

坂病院事業会計予算についてを一括議題といたします。

上程議案に対する町長の提案理由の説明は、本定例会の冒頭に施政方針で明らかにさ

れておりますので、省略をいたします。

お諮りをいたします。ただいま議題となっております議案第２９号、令和７年度新温

泉町国民健康保険事業特別会計予算から議案第３７号、令和７年度新温泉町公立浜坂病

院事業会計予算までの９議案につきましては、予算特別委員会に付託することにしたい

と思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、議案第２９号、令和７年度新温

泉町国民健康保険事業特別会計予算から議案第３７号、令和７年度新温泉町公立浜坂病

院事業会計予算までの９議案につきましては、予算特別委員会に付託することに決定を

しました。

・ ・

日程第４０ 報告第１号

○議長（池田 宜広君） 日程第４０、報告第１号、専決処分の報告について（専決第２

号）損害賠償の額の決定及び和解に関する専決処分についてを議題といたします。

上程議案に対する町長の提案説明を求めます。

西村町長。

○町長（西村 銀三君） 本件につきましては、地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り行った専決処分について、同条第２項の規定により御報告申し上げるものであります。

内容につきまして、生涯教育課長が説明いたします。よろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 西脇生涯教育課長。

○生涯教育課長（西脇 一行君） それでは、第１３６回新温泉町議会定例会議案、追加

ナンバー１、報告第１号、専決処分の報告について御説明申し上げます。

まず、審議資料、追加ナンバー１の資料、１３０ページを御覧ください。タブレット

２ページとなります。

物損事故の概要でございます。日時は、本年１月１５日午前１０時３０分頃。場所は、

株式会社ニシムラ百貨店の駐車場内であります。当方の職員は、記載の生涯教育課主事。

相手方は、美方郡香美町小代区の水間氏でございます。事故の状況といたしましては、

当方職員が公用車を運転し、駐車していた場所から移動させるため後退させる際、駐車

されていた相手方車両の後部に当方公用車の左後方部が接触し、車両の一部を損傷させ
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たものでございます。

事故が発生したときの車両等の位置関係は、２、事故発生場所として記載のとおりで

ございます。

なお、本件発生以降、課員には改めて安全運転の励行及び交通ルールの遵守につきま

して注意喚起を促し、事故の再発防止に取り組んでおります。

次に、議案に戻っていただきまして、専決第２号を御覧ください。

損害賠償の額の決定及び和解に関する専決処分についてでございます。専決処分を行

った日は、令和７年２月１４日でございます。損害賠償の相手方の住所及び氏名は、記

載のとおりであります。損害賠償の額は２８万０００円で、責任割合は当方職員の１

００％、相手方はゼロ％でございます。和解の内容といたしましては、町は相手方に車

両の修理費として２８万０００円を支払う。また、今後本件に関して、双方とも裁判

上または裁判外において、一切の異議申立て及び請求を行わないというものでございま

す。

説明は以上です。どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（池田 宜広君） 説明は終わりました。

これから質疑に入ります。質疑はございませんか。

１３番、中井勝君。

○議員（１３番 中井 勝君） これ、何も言わなかったらまた同じ過ちを起こすかなと

思って、取りあえず注意喚起をさせていただこうと思います。

今年何件目ですか、公用車の事故。たんびに担当課長が、安全運転の励行をして今後

かかることがないようにという答弁というか、言うんですけども、かかることはないよ

うにはいつもなくはなくて、あるんですよね。ちゃんと安全運転管理者もあるわけです

から、ちゃんと事故をなるべく、起こそうと思って起こした人はいないと思うんですよ。

どれだけ注意ができるか、できたら複数で運転して後ろを見てあげるとかね。そういう

細心の注意が必要だと思います。幾ら自分の自腹を切らんでもいいとはいうものの、保

険で直るとはいうものの、ぜひ十分注意をしていただきたいというふうに思います。注

意喚起です。

できたら、今年何件あったか、総務課長かな、教えてください。

○議長（池田 宜広君） 中井総務課長。

○総務課長（中井 勇人君） 申し訳ございません。手元にございませんのでちょっと申

し上げれませんけども、後ほど。

○議員（１３番 中井 勝君） 後刻でいいですよ、今じゃなくても。

○総務課長（中井 勇人君） はい、じゃあ、また御報告。

○議員（１３番 中井 勝君） 何か機会を捉えて報告してください。

○総務課長（中井 勇人君） 御報告させていただきます。（発言する者あり）はい。御

指摘のとおりでございます。都度、職員には注意喚起しておりますけども、実態として
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は事故が起きているという状況がございます。

特に、今回もそうなんですが、バックをする際の事故というものも多発している現状

があります。思うに、今の車の性能がよくなっており、自分の所有する車というのはバ

ックモニターというものがついているわけですけども、そういった安全装備というもの

が今の現公用車にはなかなか装備されていないということもあり、そういったところの、

なかなか注意が、公用車を運転する際にふだんと同じような感覚になってしまいがちだ

というところも含めて注意喚起をしているところでございます。

今後、公用車を更新する際には、現状、安全装備、標準化されてきておりますので、

そういった部分の事故は防げていけるのかなという思いもしてますけども、改めて注意

喚起していきたいと思っております。

○議長（池田 宜広君） 暫時休憩します。

午後４時３１分休憩

午後４時３１分再開

○議長（池田 宜広君） 再開いたします。

そのほかございませんか。

〔質疑なし〕

○議長（池田 宜広君） これをもって質疑を終結し、報告を終わります。

・ ・

○議長（池田 宜広君） お諮りをいたします。本日の会議はこの辺で延会し、明日は休

会にしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（池田 宜広君） 異議なしと認めます。よって、本日はこれをもって延会し、明

日は休会にすることに決定をいたしました。

本日はこれで延会をいたします。明日は休会をいたします。

次は、３月２５日火曜日午前９時から会議を開きますので、議会議事堂にお集まりを

ください。長時間お疲れさまでした。

午後４時３２分延会
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